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は じ め に 

南あわじ 市 で は 、 こ の た が び 市 道 野田 牛 内 線 道路 改良 事業 に 伴う 上 久保 遺跡 の 埋蔵 文化 財 調査 の 成 
来 を 発掘 調査 報告 書 と し て 刊行 する 運び と な り ま し た 。 
まだ まだ 調査 結果 の 公開 が 不 十分 な 状況 で あり ます が 、 今後 も 文化 振興 活動 の 一 環 と し て 、 郷 土 

の 歴史 や 文化 を 学ぶ た め の 環 境 づ くり を 進め 、 文 化 財 保護 の 更 な る 理解 に 努め て いく 所 存 で す の で 、 
御 支援 腸 り ます よう よろ し く お 願 いし ます 。 

本 書 を 作成 する に あたり 、 御 指導 御 協力 いた だ いた 方 々 に 対し 、 心 より お 礼 申 し 上 げ ま す 。 

南あわじ 市 教育 長 

岡 田 中 上 史 

例 邊
 

1 . 本 書 は 、 兵 庫 県 南あわじ 市 賀集 野田 に 所 在 す る 、 上 久保 遺跡 の 発掘 調査 報告 書 で ある 。 
2. 1・2 次 調査 (平成 14 一 15 年 度 ) は 、 町 道 野 田 牛 内 線 道 路 改良 事業 に 伴い 、 旧 南 淡 町 の 依頼 を 
受け 、 旧 三原 郡 広域 事務 組合 教育 委員 会 が 実施 し た 。3 次 調査 (平成 19 年 度 ) は 、 南あわじ 市 教育 
委員 会 (南あわじ 市 埋蔵 文化 財 調 査 事務 所 ) が 実施 し た 。 全て の 発掘 調査 を 山崎 裕司 が 担当 し た 。 

3. 発掘 調査 時 の 写真 撮影 は 山崎 が 行っ た 。 平面 ・ 層 序 図 等 の 実測 作業 は 山崎 の 指示 を 受け て 安藤 
政利 ・ 宇 治田 力 ・ 新 崎 都 ・ 濱 本 善 美 が 行い 、 デ ジタル トレ ー ス を 宇治 田 ・ 白 川 裕二 ・ 豊 田 亜希 子 
が 行っ た 。 遺 構 の 掘削 作業 等 は 、 南 あわ じ 市 シル バー 人 材 セ ンタ ー に 委託 し た 。 

4. 出土 遺物 の 整理 作業 に つい て は 第 1 章 に 記す 通り で ある が 、 遺 物 の 実測 作業 に つい て は 豊田 ・ 
山崎 が 、 デ ジタル トレ ー ス を 宇治 田 ・ 白 川 ・ 豊 田 が 行っ た 。 遺物 の 写真 撮影 は 山崎 が 行っ た 。 

6. 本 書 の 執筆 と 編集 は 山崎 が 行っ た 。 

7. 当 調査 に 関わ る 写真 や 実測 図面 等 の 資料 は 南あわじ 市 埋蔵 文化 財 調 査 事務 所 で 保管 し て いる 。 
8. 発掘 調査 に あたり 、 兵 庫 県 教育 委員 会 、 南 あわ じ 市 シル バー 人 材 セ ンタ ー の 諸 機 関 か ら 御 協力 
や 御 指導 を いた だ いた 。 こ こ に 記し て 深く 感謝 の 意 を 表す る 。 

9. 過 例 は 下 に 示す 通り で ある 。 

・ 本 書 に 記さ れる 標高 は 東京 湾 平 均 海水 準 を 基本 と する 。 

・ 各 調査 区 の 平面 図 の 方 位 は 座標 北 を 示す 。 

・ 層 序 図 の 色調 は 「『 新 版 標準 土 色 帳 』( 農 林 水 産 省 農林 水産 技術 会 議事 務 局 ・ 財 団 法人 日 本 色彩 
研究 会 監修 ) を 参照 し た 。 

・ 遺 構 番 号 は 調査 時 、 調 査 区 毎 に 遺構 の 種類 に よら ず 1 か ら 通 し 番号 を 付 し た も の で 、 本 書 で は 
報告 ・ 編 集 上 必要 な 番号 以外 は 割愛 し た 。 遺構 は 可能 な 限り 柱 穴 ・ 土 撤 等 の 言葉 に 改め た が 、 性 
格 の 明らか で な いる も の は その まま 遺構 と し た 。 復元 し た 建物 に つい て は 1 一 1 の 番号 を 付 し た 。 

・ 本 書 収録 の 遺物 は 、 ゴ シッ ク 体 で 通し 番号 を 付 し た 。 
・ 土 容 実 測 図 の 断面 は 、 土 師 器 ・ 黒 色 土 器 が 口 、 輸 入 ・ 施 衝 際 磁器 が 口 、 瓦 器 ・ 瓦 質 土 器 が 較 、 
須恵 器 ・ 国 産 陶 器 が 田 と し 、 縮 尺 は 土器 ・ 石 製品 ・ 瓦 が 1/4、 鉄 製品 は 1 アン 2 と し た 。 
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第 1 章 調査 の 経緯 と 経過 
旧 南 淡 町 建設 課 に より 町 道 野 田 牛 内 ・ 人 賀集 御陵 線 道路 改良 事業 が 計画 され 、 平 成 8 年 度 に 旧 南 淡 
町 教育 委員 会 を 調査 主体 と し て 分 布 調査 が 行わ れ た 。 そ の 結果 を 基 に 、 平 成 14 年 度 に 確認 調査 を 行っ 
た だ た 。2x2m の 調査 区 を 9 ヶ所 設定 し 、 本 報告 の A え ・B・E 地 区 内 に 設定 し た 計 3 ヶ ケ所 ( 図 1 〇 ー③ ぷ ) 
に お いて 埋蔵 文化 財 の 包 蔵 が 確認 され た 。 

平成 15 年 度 に 土地 の 買収 を 終え て いた A・B 地 区 に お いて 1 回目 の 本 発掘 調査 ) を 行い 、 年 
度 内 に 基本 的 な 整理 作業 を 終え た 。 平成 17 年 に 旧 三 原 郡 4 町 が 合併 する と 、 事 業 は 市 道 野 田 牛 内 線 
道路 改良 事業 と し て 南あわじ 市 に 引き 継が れ 、 平 成 19 年 度 に 残り の CE 地区 の 調査 区 で 2 回 目 の 

本 発掘 調査 叶 >s) を 行い 、 年 度 内 に 基本 的 な 整理 作業 を 終え た 。 平成 26 一 27 年 度 に は 報告 書 発行 に 
向け て 、 原 稿 の 作成 や 編集 作業 を 行っ て いっ た 。 

・ 分 布 調査 

調査 期間 : 平成 9 年 3 月 10・12 日 

調査 面積 : 約 42ha 

担 当 者 : 旧 南 溢 町 教育 委員 会 藤平 明 ・ 

旧 三 原 郡 町 村 会 了 モ 活 油 

・ 確 認 調査 (1 次 調査) 

調査 期間 : 平 成 14 年 10 月 31 日 一 11 月 6 日 

調査 面積 :・36m (2x2m の 調査 区 9 ヶ所) 

調査 担当 者 ・ 旧 三原 郡 広域 事務 組合 教育 委員 会 山崎 裕司 
外 業 補助 員 : 作田 利 美 

・ 本 発掘 調査 (2 次 調査 ) 

調査 期間 : 平 成 16 年 2 月 2 日 一 3 月 16 日 

調査 面積 ・ 約 890 如 

担 当 者 : 旧 三原 郡 広域 事務 組合 教育 委員 会 山崎 裕司 

外 業 補助 員 :・ 安 藤 政 利 ・ 宇 治田 力 ・ 新 崎 都 ・ 演 本立 美 
・ 整 理 作 業 (平成 15 年 度 ) 

作業 内 容 : 出 土 遣 物 の 洗浄 ・ 接 合 ・ 整 理 ・ 写 真 整 理 

担当 者: 山崎 裕 司 

分 布 調査 風景 

発掘 調査 風景 

内 業 作業 員 ・ 宇 治田 力 ・ 垣 脇 美奈 子 ・ 新 崎 都 ・ 豊 田 亜希 子 ・ 濱 本 善 美 ・ 概 本 早苗 
・ 本 発掘 調査 (3 次 調査 ) 

調査 期間 ・ 平 成 19 年 11 月 20 日 一 平成 20 年 1 月 5 日 
調査 面積 ・ 約 850 選 

担 当 者 : 南 あわ じ 市 教育 委員 会 南あわじ 市 埋蔵 文化 財 調 査 事 務 所 山崎 裕司 
外 業 補助 員 : 宇治 田 力 

・ 整 理 作業 (平成 19 年 度 ) 

作業 内 容 : 出 土 遺物 の 洗浄 ・ 接 合 ・ 整 理 ・ 写 真 整 理 
担当 者: 山崎 裕司



内 業 作業 員 : 赤井 友美 ・ 宇 治田 力 ・ 垣 脇 美奈 子 ・ 白 川 裕二 ・ 

筒井 健司 ・ 富 岡 美 早 子 ・ 豊 田 亜希 子 ・ 演 崎 真 紀 ・ 
濱本 善 美 ・ 樹 本 早苗 ・ 三 宅 靖 子 

・ 報 告 書 作 成 ・ 編 集 作業 (平成 26ー27 年 度 ) 
作業 内 容 : 出 土 遺 物 の 実測 ・ ト レー ス ・ 写 真 撮影 、 

遺構 図面 の トレ ー ス 、 執 筆 、 編 集 
担 当 者 : 山崎 裕 司 

内 業 作業 員 : 宇治 田 力 ・ 白 川 裕 二 ・ 豊 田 亜 希 子 整理 作業 風景 
・ 事 務 局 (平成 27 年 度 ) 
教 育 長 : 岡 田 昌 史 

教育 次 長 : 藤岡 崇文 

社会 教育 課長 (埋蔵 文化 財 調 査 事 務 所 長 兼 務 ) : 福原 敬二 ・ 課 長 補佐 : 福田 龍 八 
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第 2 章 遺跡 の 位置 と 環境 
第 1 人 節 地理 的 環境 
1. 淡路 島 南 部 の 地形 と 気候 

淡路 島 は 、 周 囲 209km、 総 面積 595kmf を 

有する 瀬戸 内 海 最 大 の 島 で ある 。 北 は 明石 

海峡 、 東 は 紀 潤 海 峡 、 西 は 鳴門 海峡 に より 

画 さ れ 、 古 来 よ り 瀬戸 内 海 の 海 上 交通 に お 
いて 重要 な 位置 を 占め て きた と 思わ れる 。 

地質 ・ 地 形 的 に は 、 花 賠 岩 か ら 構 成 さ れ 

る 北部 の 津名 山地 と 和泉 砂岩 や 頁岩 か ら 構 

成 き れる 南部 の 論 堆 羽山 地 に 大 別 さ れる 。 
葵 得 羽 山地 の 北西 側 に は 島内 最大 の 三 原平 

野 が 広がっ て お り 、 大 日 ・ 三 原 ・ 成 相川 な 

どの 各 河 川 が 、 平 野内 を 南 束 か ら 北 西方 向 
に 播磨 燥 へ 流れ 込む 。 

淡路 島 南 部 の 気候 は 、 瀬 戸 内 海 性 気候 に 

外洋 性 気候 が 加味 され た 温暖 な 気候 で 年 平 

均 気温 15 一 16 て 、 年 平均 降水 量 は 全国 平 

均 よ りや や 少な い 1.407mm を 測る 。 

図 2 南あわじ 市 の 位置 
2. 遺跡 周辺 の 地形 
上 和久 保 人 遺 跡 は 南あわじ 市 賀集 野田 に 所 在 する 。 ーー 
賀集 地区 は 三原 平野 の 南西 端 に 位置 し 、 束 側 に は 上 述 の 論 堆 羽山 地 、 西 側 に は 毅 辺 寺山 塊 が 広 
が る 。 

遺跡 は 三原 平野 を 流れ る 主要 河川 の 一 つ で ある 大 日 川 の 支流 牛 内 川 左岸 の 河岸 段丘 に 立地 する 。 
調査 地 の 標 高 は お よそ 33 一 35m を 測り 、 束 か ら 西 方 向 に 緩やか に 傾斜 する 。 
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図 3 _ 淡路島 南 部 の 地形 と 調査 地 の 位置 
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第 2 人 節 歴史 的 環境 
① 上 久保 遺跡 (賀集 野田 ) 品 」. ぅ ) が 所 在 す る 賀集 地 

区 で は 近年 、 賠 場 整備 や 下水 道 整 備 、 オ ニオ ン 道 路 ・ 洲 
本 灘 賀集 線 ( 阿 万 バイ パス ) な どの 道路 整備 が 行わ れ 、 

大 規模 な 開発 事業 が 進展 し た 。 そ の 結果 、 新 し い 遺 跡 の 

発見 が 相次ぎ き 、 中 に は 淡路 島 を 代表 する よう な 重要 な 発 
見 る あっ た 。 こ れ ら の 新しく 得 ら れ た 知見 を 交え な が ら 、 

賀集 地区 を 中 心 と し た 歴史 的 環境 を と 見 て いく こと に し た 

い 。 

1 . 旧 石 器 ・ 縄 文 時 代 ーー 
大 日 川 支 流 后 内 川 流域 の ② 長 原 遺跡 (賀集 和牛 内 ) と ③ 
楠 谷 遺跡 (賀集 野田 ) で は サ ヌ カ イト 製 の 有 天 失 頭 器 が 
出土 し て いる 。 長 原 遺 跡 は 散布 地 で 、 数 点 が 表面 採集 き 
れ て お り 、 楠 谷 遺 跡 で は 確認 調査 時 に 1 点 が 出土 し て い 
ba 
論 堆 羽山 地 北 一 西側 の 三原 平野 と 接する 緩 斜 面 の 地 芝 

で は 、 旧 石器 か ら 縄 文 時 代 の 早い 段階 で の 遺跡 が 比較 的 
多く 分 布 する 。 | 
また 兵庫 県 教育 委員 会 に よっ て 行わ れ た ④ 神 子 曽 遺跡 

(賀集 鍛治 屋 ) の 発掘 調査 で 、 縄 文 時 代 中 期 の 廃 径 土質 
が 検出 され て お り の 、 遣 跡 周 辺 の 分 布 調査 で は 縄文 時 
代 の サ ヌ カ イト 製 の 石 伏 が 多数 採集 され て いる こと か ら 
叶う 、 周 辺 に この 時 期 の 集落 が 展開 し て いた 可能 性 が 高 
い 。 

2. 弥生 時 代 
平成 16 年 度 の ⑤ 嫁 ヶ 渕 遺跡 (賀集 立川 瀬 ) の 発掘 調 相 

で は 、 弥 生 時 代 前 期末 中期 初頭 頃 の 土器 や 木製 農耕 具 
等 が 溝 か ら 出 土 し た 。 平成 14 一 15 年 度 の 発掘 調査 で は 、 弥 生 時 代 中 期 前 業 頃 と 考え られ る 円 形 臣 
各 住居 が 検出 され て お り 、 前 一 中 期 に お いて 継続 し て 集落 が 営ま れ て いた と 推定 きれ る 。 
弥生 時 代 中 期 に は 、 上 述 し た 神子 曽 遺跡 に お いて 、 島 内 最大 規模 の 周 港 衣 群 が 検出 され て お り 、 
周辺 に 三原 平野 で も 中 心 的 な 集落 が 展開 し て いた 可能 性 が 高い 。 ま た 後 ・ 終 末期 の 遺構 も 検出 され 
て いる 許 。 

三原 平野 周辺 の 河川 の 中 ・ 上 流域 に お いて 、 弥 生 時 代 中 期 一 終末 期 に 属す る 小 規模 な 遺跡 の 発見 
事例 が 増え つつ ある 。 賀集 地区 に お いて は 、 大 日 川上 流 左岸 に 位置 し 、 弥 生 時 代 中 期 後半 ・ 中 期末 
ー 後 期初 頭 頃 の 小穴 や 終末 期 頃 の 土 了 が 検出 され た ⑥ 和 久保 ノ カ チ 遺 跡 (賀集 福井 ) 。、 弥 生 時 代 
中 期 後半 頃 の 自然 流 路 や 弥生 時 代 後期 前 半 頃 の 壁 太 住居 が 検出 され た の ⑦ 高 区 遺跡 (賀集 福井 ) me、 
大 日 川上 流 右岸 に 位置 し 、 丈 生 時 代 終 末期 の 土塊 が 検出 され た ⑨ 析 つ ノ 木 遺跡 (賀集 生子 ) 
責 辺 寺山 東側 山区 に 位置 し 、 後 期 一 終末 期 の 堅 交 住居 が 検出 され た ⑨ 護 国 寺 東 遺 跡 (賀集 八幡 南 ) >、 
南 辺 寺山 山頂 の 遺物 散布 地 で ある ⑩ 西 山 遺跡 (賀集 八幡 南 ) な ど が 分 布 する 。 

ッシュ . 
導い \ ウ ス (ゆる ) 1 
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( 図 と 文章 中 の 番号 は 対応 する ) 図 4 調査 地 周 辺 の 遺跡 

き 代 3. 古墳 H 

レン 西山 あり 

島内 の 有力 な 

賀集 八幡 南 ) が 

集 野田 ) 

( 
に し や ま みな み 

西山 南 古 墳 幡 北 )・⑫ 

穴 式 石室 墳 と し て は 島内 最大 規 横 

鶴羽 山地 西 

や は た きた 

八 集 日 

ミ 西山 北 古 墳 (* ニー ベニ ニー ュ ル マニ 
ニニ 

南 辺 寺 

北 古墳 は 石 

募 の 首 ・⑭ 小 山 
模 で レン 

⑲⑬ 野 田山 古墳 ( 賀 
の た や ま 

調和 

賀集 地 

側 

室 全長 8.02m で っ 、 現 存する 
つと 推定 され る 。 ま た 和議 Ho 

期 の 古墳 は 今 の と ころ 未 、 前 ・ 中 区 で は 集 野田 ) 等 の 横穴 式 石室 墳 が ある はぁ 。 古墳 (を 
発見 で ある 。 

に 近い 手 づ く 
ン 
\ ル が 形成 され 、 完 

され て いる 誠 の 。 ま た 

に 土 突 だ まり 

推 

る (8)o 

・ 

構 付近 賀集 八幡 ) で は 、 震 状 遺 
し て お り 、 

平松 遺跡 ( 
出 
増え つつ 

中 期 の ⑱ 
ね 土 疾 、 市 内 近年 定 行っ た と を 

点 出 土 し て い 

祭 民 水 に まつ わる 6 点 等 が 

2 ある 韓 式 系 土器 が が で る 出土 例



4 . 歴史 時 代 
古代 三原 郡 は 伺 文 ・ 幡 多 ・ 養 宜 ・ 榎 列 ・ 神 稲 ・ 阿 方 ・ 賀 集 の 7 郷 か ら 構 成 さ れ て いた 。 淡路 島 で 

は 古代 地名 が 比較 的 多く 残存 し て お り aa。、 こ れ ら の 古代 地名 の ほとん ど が 現在 の 地区 の 名 称 と し 
て 使わ れ て いる 。 人 賀集 郷 に は 嫁 ヶ 渕 遺跡 を は じ め と し て 官 衛 的 な 遣 跡 が 多く 分 布 す る こと か ら 、 決 
路 国 に お いて 重要 な 役割 を 和 果たし て いた 地区 と 推定 され る 。 
嫁 ヶ 渕 遺跡 で は 7 世紀末 一 8 世紀 前 工 頃 の 大 型 掘 立柱 建物 群 が 検出 され 、 踏 脚 円 面 確 を は じ め と 

し て 各種 税 が 出土 し て いる 。 三原 郡 衝 関 連 遣 跡 で か つ 国 府 的 機能 の 一 端 を 担っ て お り 、 き ら に 遺跡 
の すぐ 西側 に 大 日 川 が 流れ て いる こと か ら 、 港 の 機能 が あっ た と 推定 され て いる っ 。 近 年 の 重要 
な 発掘 調査 成果 の 一 つ で ある 。 
また 大 型 方 形 柱 が 検出 され た ⑯ 石 ヶ 坪 遺跡 (賀集 八幡 北 )、 円 面 太 や 緑 条 陶 器 が 出土 し た 

大 野 遺 跡 (賀集 八幡 南 ) >.m、 倉 庫 と 思わ れる 総 柱 建 物 群 が 検出 され た ⑱ 岸 ノ 上 遺跡 (賀集 八 
幡 南 ) ss) の 他 、 銀 製 の 和銅 開 丈 が 表面 採集 きれ て いる 賀集 鍛治 屋 周辺 ms) に も 官 衛 的 な 遺跡 が 
存在 する 可能 性 が 高い 。⑲ オ 門 遺 跡 (賀集 鍛治 屋 ) は 官 衛 遺 跡 で は な い が 、 律 令 期 の 建物 が 検出 
きれ て いる se 
⑳ 戸 川 池 穴 跡 (賀集 牛 内 ) で は 、8 世 紀 末 一 9 世紀 初頭 頃 の 須恵 器 が 多数 表面 採集 され て いる 。 
護国 寺 は 八木 の 淡路 国分 寺 や 成 相 寺 同様 、 律 令 期 に 起源 を も ち 、 現 存する 極め て 長い 歴史 を も つ 
寺社 で あり 、 護 国 寺 東 遺 跡 で は 10 世 紀 頃 と 思わ れる 軒 平戸 が 出土 し て いる >。 
賀集 郷 は 中 世に な る と 賀集 庄 と な り 、 賀 集 寺 と も 呼ば れ た 護国 寺 は 賀集 八幡 神社 の 神宮 寺 と し て 
繁栄 し 、 多 く の 院 坊 (塔頭 ) を も っ て いた こと が わか っ て いる 。 護国 寺 東 遺 跡 で は 、 そ の 位置 か ら 

院 坊 の 建物 で は な いか と 思わ れる 14 一 15 世紀 頃 の 掘 立柱 建物 等 が 検出 きれ て いる as,。 
賀集 地域 に は 中 世 城 館 も 極め て 多く 、@⑳ 佐 々  木 土居 城跡 (賀集 八幡 南 ) ・@② 西 山南 土井 館 跡 ( 質 
集 八 幡 南 ) ・⑳ 城 が 丸 城跡 (賀集 八幡 ) ・⑳ 古 城山 城跡 (賀集 鍛治 屋 )・@ 賀 集 城 の 懇 城 跡 (賀集 作 
集 一 賀集 鍛治 屋 ) ・⑳ 城 の 土井 城跡 (賀集 福井 )・⑳ 信 生 山城 跡 (賀集 野田 ) が 分 布 する 。 
中 世 の 集 落 跡 と し て は 、 上 久保 遺跡 の 他 、 久 保 ノ カチ 遺跡 ss や 高萩 遺跡 se) で 掘 立柱 建物 
等 が 検出 され て お り 、 比 較 的 規模 の 大 き な も の が 含ま れる 。 
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第 3 章 調査 成果 
第 1 節 A 地 区 
標高 は 約 33m、 調 査 区 の 面積 は 450 琴 で 、 最 る 西側 に 位置 す 

る 調査 区 で ある 。 第 1 遺構 面 で 中 世 の 掘 立柱 建物 が 2 棟 復 元 で 

きた 。 

1. 層 序 ( 図 6) 
中 世 と 古代 の 遺構 面 2 面 を 確認 し た 。 隣 接する C 地 区 で は 中 

世 の 遺 構 面 が 2 面 に 分 か れん て いた が 、 当 地区 で は 1 面 (第 1 遺構 面 ) の み で ある 。 層 序 か ら 2 度 の 

耕地 造成 (1・2・4・5 層 ) が 観察 で き 、 そ れ ら の 影響 を 受け て 中 世 包 含 層 ・ 遺 構 面 が 削 平 を 受 
けた た め と 考え られ る 。 土 色 の 違い か ら 7・8 層 が C 地 区 第 1 遺構 面 (中 世 新 段階 )、9 一 12 層 が 

C 地 区 第 2 遺構 面 (中 世古 段階 ) に 対応 する 遺構 と 考え られ る 。 第 2 遺構 面 は 古代 の 遺構 面 で 、 南 

東 か ら 北西 に か け て 谷 状 の 落ち (遺構 297) が 検出 され 、 埋 士 と な る 13 一 19 層 か ら は お よそ 10 一 

11 世 紀 を 中 心 と する 土器 が 出土 し て いる 。 他 地区 で は 古代 の 遺構 面 は 検出 され て いな い 。 
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1. 耕 土 7. .5Y7/2 砂 質 土 (Wn 沈 らし る え 胃 
2. 床 土 8. 礎 混 灰 黄色 2 に だ ナー ・ の 5 へ ku 礎 含む ) 黒褐色 10YR3/2 細 砂 ! 含む ) 
3. 江 9. お 油 導 と る 召還 了 了 キー ス 
4. 旧 10. 褐 灰色 17 二 21 混じる (| 
5. 旧 床 土 11. 褐 の 沈着 ) 則 灰 黄 褐色 10YR4 き m( (遺物 含む ) 0 (S=1/80) 2m 
6. 揚 乱 12. 褐 灰色 10YR5/1 粘 砂 質 土 (Wn 沈 着 ・ 炭 含む ) 2 黒褐色 10YR3/1 粘 砂 質 土 

13. 黄 灰 色 2.5Y6/1 砂 質 土 (Mn> . 黄 褐 色 2.5Y5/4 砂 質 土 ( 地 山 ) 
14. 褐 灰色 10YR5/1 粘 砂 質 土 Win 沈着 ・ 婦 礎 混 黒 褐色 10YR3/13/2 砂 質 土 (る 5 へ 10cm 礎 含む 、 地 山 ) 

区 o A 地 区 北 ・ 東 壁 層 序 図 

2. 遺構 ( 図 7・8、 写 真 図版 1・2) 

第 1 遺構 面 か ら は 中 世 の 遺 構 に 加え て 近世 一 近代 の 携 乱 土塊 が 検出 され た 。 地 区 北東 部 の 中 世 の 

柱 穴 群 か ら 、 建 物 1・2 が 復元 で きた 。 層 序 で も る 述べ た よう に 中 世 遺 構 は 埋 士 か ら 2 時期 に 分 か れ 、 

隣接 する C 地 区 の 2 つの 遺構 面 に 対応 する 。 灰白色 (2.5Y7/1・10YR7/1) や 灰 黄 色 (2.5Y7/2) 等 、 

淡い 灰色 を 示す 遺構 埋 土 (建物 2 柱 穴 、 土 了 209・243・271・272、 溝 291) が 中 世 新 段階 、 褐 灰色 

(7.5YR4/1・10YR5/1) の 濃い 灰色 を 示す 遺構 埋 土 (建物 1 柱 療 、 土 207・232・241・285) が 中 

世古 段階 に 対応 する 。 
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区 > A 地 区 第 1 遺構 面 平面 図 

区 om _A 地 区 第 2 遺構 面 回 区



第 2 遺構 面 で は 南 束 か ら 北 西方 向 に 伸び る 自然 地形 の 

落ち (遺構 296 一 298 等 ) が 検出 され た が 、 人 為 的 な 掘 

削 と 判断 で きる 遺構 は 検出 され な か っ た 。 出土 土器 は 周 

囲 か ら の 流れ 込み と 思わ れる 。 

建物 1 当行 1 間 x 桁 行 2 間 以上 で 、 調 査 区 (区 eo) 

外 の 北東 方 向 へ 延び る 可能 性 が ある 。 建 物 の 方 位 は 約 

N407? E を 示す 。 

G
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ほとん どの 柱 穴 が 褐 灰色 7.5YR4/1 粘 砂 質 土 を 中 心 と 

し た 埋 士 で 構成 され て お り 、 中 世古 段階 に 対応 する 。 

建物 2 ( 図 10) 他 の 遺構 に よる 削 平 等 で 柱 六 の 残り が 

悪い 。 母屋 部 分 は 行 2 間 x 桁 行 3 間 の 総 柱 で 、 北 側 

に 間仕切 り と 思わ れる 柱 穴 が 見 られ る 。 母屋 部 分 の 面 

積 は 約 197 で ある 。 さ ら に 謝 柱 療 の 残り が 悪い が 、 母 

屋 4 面 に 脂 を 廻ら す 構造 の 可能 性 が あり 、 こ れ を 含め 

5m 

1. 褐 灰色 7.5YR4/1 粘 砂 質 土 ( 炭 含 む ) 

$S=1/100) 0 た 総 床 面積 は 約 31.7T と な る 。 建物 の 方 位 は 約 N87?" W 

を 示す 。 

平面 ・ 層 序 図 図 9 A 地 区 建物 1 ほとん どの 柱 穴 が 灰白色 10YR7/1 砂 質 土 を 中 心 と し 

た 埋 士 で 構成 され て お り 、 中 世 新 段階 に 対応 する 。 

5m =1/100) 

2. 灰白色 10YR7/1 砂 質 土 十 褐 灰色 7.5YR4/1 粘 細 砂 質 土 混じる 
土 

の 

1. 灰白色 10YR7/1 砂 質 土 

3. 黄 椅 色 10YR7/8 砂 質 

図 10_A 地 区 建物 2 平面 ・ 層 序 図



土 寺 232 ( 図 11、 写 真 図 版 1 ) 先 形 に 近い 土師 器 皿 (7) と 平坦 

な 板 状 の 石 が 出土 し た 。 埋 土 は 中 世古 段階 に 対応 する 。 

3. 遺物 

(1) 遺構 出土 遺物 ( 図 12、 写 真 図 版 6・7) 

建物 2 _ 柱 穴 213 か ら 1 の 須恵 喜 皿 が 出土 し た 。 体 部 上 半 は 直線 

的 で 、 口 縁 端 部 を 丸く お さめ る 。 復元 口径 12.1cm を 測る 。 

褐 灰 色 7.5YR4/1 粘 砂 質 土 ( 炭 含む ) 
33.30m 

土 芝 207 2 4 が 出土 し た 。 2 は 東 播 系 須恵 回 鉢 の 口 縁 部 で 、 SS AN 

英 部 を 上 方 に 拡張 し 、 丸 く お さ め る 。3 は 土師 器 皿 で 、 体 部 が 

少し 内 湾 し 、 口 縁 部 を 外 反 気 味 に 薄く 仕上 げ 、 端 部 を 丸く お き さ 0 GO gs 

め る 。 復元 口径 128cm を 測る 。4 は 土師 器 皿 で 、 体 部 上 半 が 少 
し 内 湾 し 、 口 緑 貞 部 を 丸く お きめ る 。 復元 口径 130cm を 測る 。 関 1 地区 土質 232 壮 物 出土 
土 琉 209_5・6 が 出土 し た 。5 は 東 播 系 須恵 器 鉢 の 口 縁 部 で 、 敵 
部 を 上 下 に 少し 拡張 し 、 内 側が わずか に 凹む 。6 は 土師 器 小 皿 で 、 口 縁 部 が 内 湾 し 、 端 部 を 失 り 気 
味 に お さめ る 。 復元 口径 6.2cm を 測る 。 
土 玉 232 7 が 出土 し た 。7 は 土師 器 皿 で 、 体 部 が 少し 内 湾 し 、 口 縁 端 部 を 丸く お る さめる 。 底部 外面 
に 回 転 糸 切 痕 が 残る 。 口 径 12.6cm・ 底 径 7.1cm・ 右 高 32cm を 測る 。 
土 玉 241 8・9 が 出土 し た 。8 は 土師 器 皿 で 、 体 部 上 半 が 少し 内 湾 し 、 口 縁 端 部 を 失 り 気味 に お さめ 
る 。 復元 口径 11.0cm を 測る 。9 は 土師 器 皿 で 、 体 部 が 少し 内 湾 し 、 口 縁 端 部 を 失 り 気味 に お きめ る 。 
底部 外面 に 回 転 糸 切 痕 が 残る 。 復 元 口径 11.8cm・ 復 元 底 径 6.6cm・ 器 高 27cm を 測る 。 
土 琉 243 10 が 出土 し た 。10 は 土師 器 皿 で 、 体 部 上 半 は 直線 的 で 、 口 縁 端 部 を 失 り 気味 に お さめ る 。 
復元 口径 10.8cm を 測る 
携 乱 250 11 は 古代 、12 は 中 世 、139 は 近世 の 出土 遺物 で ある 。11 は 東 播 系 須恵 鉢 で 、 体 部 上 半 が 直 
線 的 、 口 縁 端 部 は 拡張 せ ず 面 を な す 。 復 元 口径 34.7cm を 測る 。12 は 東 播 系 須恵 体 で 、 体 部 中 位 で や 
や 内 湾 、 口 縁 部 付近 は 外 反 気味 で 、 端 部 を 上 下 に 拡張 し て 内 側 へ 巻き 込む よう な 形態 で ある 。 復元 
口径 27.2cm を 測る 。13 は 土師 質 の 燈 竹 で 、 口 縁 部 が 直立 し 、 端 部 を 丸く お きめ る 。 復元 口径 24.6cm 
を 測る 。 
土 玉 271 14・15 は 古代 の 遺物 で 、 流 れ 込 み 等 と 考え られ る 。14 は 平底 の 須恵 器 抹 で 、 体 部 下 半 が 
や や 内 湾 し 、 底 部 外面 は 切り 離し 後 ナ デ を 施す 。 復 元 底 径 9.3cm を 測る 。15 は 黒色 土器 塊 の 底部 で 、 
低い 断面 三角 形 の 高台 が 付く 。 内 面 を 黒 化 し て ミガキ を 施す 。 復元 底 径 7.5cm を 測る 
土 玉 272 16 が 出土 し た 。16 は 東 播 系 須恵 器 鉢 の 口 縁 部 で 、 少 し 外 反し 、 端 部 の 上 方 を 大 きく 拡張 し 、 
内 側が 凹む 。 復元 口径 33.0cm を 測る 。 
携 乱 275 17・19 は 中 世 、18 は 近世 の 出土 遺物 で ある 。17 は 東 播 系 須恵 器 鉢 の 口 縁 部 で 、 端 部 を 上 
下 に 拡張 し 、 内 側が 凹む 。18 は 磁器 皿 で 、 緑 白色 の 竹 が か か る 。 体 部 は 内 湾 し 、 口 縁 部 が 少し 外 反 
する 。 口 縁 端 部 を 失 り 気味 に お きめ る 。 復元 口径 126cm を 測る 。19 は 土師 器 皿 で 、 体 部 が 内 湾 し 、 
口 縁 部 を 外 反 気味 に 薄く 仕上 げ る 。 口 縁 端 部 を 失 り 気味 に お きめ る 。 復元 口径 11.8cm を 測る 。 
土 琉 285 20 が 出土 し た 。20 は 土師 器 皿 で 、 底 部 外面 に 回 転 糸 切 痕 が 残る 。 復 元 底 径 8.1cm を 測る 。 
溝 291 21 一 23 が 出土 し た 。21 は 土師 器 皿 で 、 体 部 下 半 が 内 湾 す る 。 底 部 外面 は 摩耗 の た め 調 整 不 
明 で ある 。 復 元 底 径 70cm を 測る 。22 は 土師 器 皿 で 、 体 部 下 半 が 少し 内 湾 し 、 底 部 外面 に 回 転 糸 切 
痕 が 残る 。 復元 底 径 70cm を 測る 。23 は 須恵 器 皿 で 、 体 部 下 半 が 内 湾 し 、 底 部 外面 に 回 転 糸 切 痕 が 
残る 。 復元 底 径 6.4cm を 測る 。 
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遺構 296 24・25 が 出土 し た 。 24 は 土師 器 鍋 で 、 口 縁 部 を 「 く 」 字 状 に 屈曲 し 、 端 部 を 上 方 に 少 

し 拡張 する 。 体 部 外面 に は 縦 方 向 の ハケ メ 、 口 縁 部 内 面 に は 横 方 向 の ハケ ヌメ を 施す 。 復元 口径 

28.0cm・ 復 元 頸 部 径 24.5cm を 測る 。25 は 須恵 器 天 の 底部 で 、 断 面 三 角形 の 高台 が 付く 。 体 部 下 半 

は 直線 的 で ある 。 復元 底 径 8.5cm を 測る 。 

遺構 297 26 一 30 が 出土 し た 。26 は 土師 器 鍋 の 口 縁 部 で 、 端 部 を 上 方 に 拡張 し て 丸く お さめ る 。 内 

面 に 横 方 向 の ハケ メ を 施す 。27 は 須恵 鶴 塊 で 、 体 部 は 内 湾 し 、 口 縁 英 部 を 丸く お さめ る 。 復元 口径 

18.6cm を 測る 。28 は 平底 の 須恵 器 款 で 、 外 面 は 切り 離し 後 ナ ビデ を 施す 。 体 部 下 半 は 少し 内 湾 す る 。 

復元 底 径 7.4cm を 測る 。29 は 暴 色 土器 塊 で 、 体 部 は 内 湾 し 、 内 面 を 黒 化 し て ミガキ を 施す 。 口 縁 端 

部 を 丸く お さめ る 。 復元 口径 16.8cm を 測る 。30 は 鶴 種 不明 の 須恵 器 の 底部 で 、 断 面 台形 の 高台 が 付 

く 。 復元 底 径 9.8cm を 測る 。 

遺構 298 31 ご 34 が 出土 し た 。31 は 土師 突 境 の 底部 で 、「 ハ ハ 」 字 状 に ひら く 高 台 が 付く 。 復 元 底 径 8.0cm 

を 測る 。32 は 墨 色 土 器 塊 で 、 少 し 外 に ひら く 高 台 が 付く 。 内 面 を 黒 化 し て ミガキ を 施す 。 復元 底 径 

7.2cm を 測る 。33 は 土師 突 鍋 の 口 縁 部 で 、 端 部 を 上 方 に 拡張 し て 丸く お さめ る 。 内 面 に 横 方 向 の ハ 

ケ メ を 施す 。34 は 土師 問 鍋 で 、 口 縁 部 を 「 く 」 字 状 に 屈曲 し 、 英 部 を 上 方 に 拡張 し て 失 り 気味 に お 

さめ る 。 

(2) 包含 層 出 土 遺物 ( 図 13、 写 真 図 版 7) 

35 一 39 は 中 世 、40 へ 49 は 古代 、50 は 弥生 時 代 の 出土 遺物 と 思わ れる 。 

35 は 上 瓦 質 の 茶会 で ある 。 体 部 上 半 外 面 に 木の葉 等 の スタ ンプ 文 が 見 られ る 。 丸み を 常 び た 体 部 の 

中 位 に 鈴 が 付く 。 体 部 下 半 外 面 は ハケ メ 後 ナビ を 施し 、 底 部 付近 に は ユビ オ サ エ 痕 が 残る 。 体 部 内 

面 は ヨコ 方 向 の ハケ メ が 施さ れ 、 所 々 に ユビ オ サ エ 痕 が 残る 。 口 縁 部 は 直立 し 、 端 部 を 丸く お さめ る 。 

復元 口径 17.4cm・ 復 元 頸 部 径 17.6cm・ 復 元 鍵 部 外 径 29.6cm を 測る 。36 は 須恵 突 皿 で 、 体 部 が 内 湾 し 、 

品 縁 端 部 を 丸く お さめ る 。 復元 口径 12.0cm を 測る 。37 は 土師 器 小 皿 で 、 体 部 が 少し 内 湾 し 、 口 縁 敵 

部 を 丸く お さめ る 。 底部 外面 に 回 転 糸 切 痕 が 残る 。 口 径 7.5cm・ 底 径 5.1cm・ 妖 高 1.1cm を 測る 。38 

は 羽 釜 形 の 土 製 煮 炊 具 で 、 播 磨 型 人 系列 品 j) と 思わ れる 。 体 部 外面 に タタ キ を 施す 。39 は 東 播 系 

須恵 只 鉢 の 口 縁 部 で 、 口 縁 端 部 に 面 を つく り 、 上 方 に 少し 拡張 し て 失 り 気味 に お さめ る 。 

40 は 須恵 僚 款 も し く は 塊 の 口 縁 部 で 、 体 部 上 半 は 内 湾 し 、 口 縁 端 部 を 丸く お さめ る 。 復元 口径 

17.8cm を 測る 。41 は 平底 の 須恵 器 天 で 、 体 部 下 半 は 直線 的 で ある 。 底 部 外面 は 切り 離し 後 ナ デ を 施 

す 。 復元 底 径 10.6cm を 測る 。42 は 須恵 突 迷 の 底部 と 推定 され 、 や や 外側 に ひら く 高 台 が 付く 。 復元 

底 径 6.8cm を 測る 。43 は 平底 の 須恵 器 棒 で 、 体 部 が 内 湾 し 、 口 縁 端 部 を 丸く お さめ る 。 底 部 外面 に 

回 転 ヘ ラ 切 痕 が 残る 。 復 元 口径 14.8cm・ 復 元 底 径 11.0cm・ 維 高 3.1cm を 測る 。44 は 須恵 器 堆 等 の 底 

部 と 推定 され 、 底 部 外面 は 切り 離し 後 ナ ヂ デ を 施す 。 復元 底 径 10.8cm を 測る 。45 は 須恵 突 の 底部 で 、 

や や 外側 に ひら く 高 台 が 付く 。 復元 底 径 7.6cm を 測る 。46 は 平底 の 須恵 器 款 で 、 底 部 外面 に 回 転 へ 

ラ 切 痕 が 残る 。 復元 底 径 80cm を 測る 。47 は 土師 器 鍋 の 口 縁 部 で 、 端 部 を 上 方 に 拡張 し て 失 り 気味 

に お さめ る 。 内 面 に 横 方 向 の ハケ メ を 施す 。48 は 土師 器 鍋 の 口 縁 部 で 、 端 部 を 上 方 に 拡張 し て 丸く 

お さめ る 。 内 面 に ヨコ 方 向 の ハケ メ を 施す 。49 は 土師 鶴 鍋 の 口 縁 部 で 、 外 側 に ひら く 体 部 か ら 口 縁 

部 を さら に 外側 に 屈曲 させ 、 口 縁 端 部 を 上 方 に 拡張 し て 失 り 気味 に お さめ る 。 体 部 外面 に 縦 方 向 の 

ハケ メ を 施す 。 

50 は 弥生 時 代 中 期 の 葬 で 、 口 縁 部 が 「 く 」 字 状 に 屈曲 し 、 端 部 に 面 を る も つ 。 体 部 外面 に 斜め 方 向 

の ハケ メ 、 内 面 に 横 方 向 の ハケ メ を 施す 。 復 元 口径 20.8cm・ 復 元 頸 部 径 180cm を 測る 。 
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第 2 節 B 地 区 
標高 は 約 34m、 

だ た 。 

1. 層 序 ( 図 15) 

層 序 で は 2 面 の 遺構 面 が 確認 され る が 、 検 出 作業 は 15・16 

層 上 で 行っ て いる 。 上 の 遺構 面 は C 地 区 の 中 世 新 段階 に 対応 する と 推定 され 、4・5 層 が この 中 

構 面 上 に 堆積 し た 包含 層 、6 9 層 が この 遺構 面 に 属す る 遺構 で ある 。 下 の 遺構 面 は 中 世古 段階 

に 対応 し 、10・11 層 が この 遺構 面 上 に 堆積 し た 包含 層 、12 一 14 層 が この 遺構 面 に 属す る 遺構 で 

ある 。 こ の 調査 区 に つい て は 、C 地 区 の 中 世 新 段階 ・ 古 段階 に 対応 する 遺構 埋 士 の 違い が 確認 で 

き な か っ た 。 ま た 包含 層 か ら は 弥生 時 代 後期 の 遺物 も 少量 出土 し て いる が 、 周 囲 か ら の 流れ 込み 

と 思わ れる 。 

図 14 B 地区 の 位置 

34.30m 

1. 耕 土 暴 褐 色 7.5YR3/1 粘 細 砂 質 土 
2. 揚 乱 5 灰 黄 褐色 10YR4/2 粘 砂 質 土 (遺物 
3. 昧 土 礎 混 灰 黄 褐 色 10YR4/2 砂 質 土 ( 遺 cm 在 含 む ) 
4. 褐 灰色 10YR6/1 砂 質 土 (Fe 沈着 、 遺 物 含む ) 昌 本 5YR3/1 粘 細 砂 質 土 
5. 褐 灰色 10YR6/1 砂 質 土 (Wn 沈 着 、 遺 物 含む ) Mk 人 條 す 6 湯 
6. 灰 黄 褐 色 10YR4/2 粘 砂 質 土 (Fe 沈着 ) 員 、 粘 細 砂 質 土 圭 16: 
7. 灰 黄 褐色 10YR4/2 粘 砂 質 土 填 時 ・5YR3/1 粘 細 砂 質 土 混じる は 5 6 る 2cm 礎 含む 、 mm 0 (S=1/80) 2m 
8. 褐 灰 色 7.5YR4/1 粘 砂 質 土 (Wn 沈 : 色 2.5Y5/4 砂 ( 地 | ーーー] 

図 15 B 地 区 北 壁 層 序 図 

2. 遺構 ( 図 16、 写 真 図 版 4) 

先述 し た よう に 中 世 の 2 時期 に 対応 する 遺構 が 検出 され た が 、 土 色 か ら 時 期 判 別 は 不可 能 で あっ 

だ た 。 だ た だ し 遺構 出土 遺物 に よっ て ある 程度 、 時 期 判 別 が 可能 で ある 。 古 段階 の み 出 土 し た の は 土 

玩 82・85 の み で 、 こ れ ら 以外 の 遺構 出土 遺物 は 基本 的 に 新 段階 で 古 段階 の 遺物 が わずか に 含ま れ 

る 程度 で ある 。 復元 し た 掘 立柱 建物 5 棟 (建物 3ー7) の 内 、 建 物 3ー5 は 出土 遺物 (建物 5 に 

つい て は 関連 する 土塊 164) か ら 判 断 し て 新 段階 、 建 物 7 は 建物 3 と 同 方 位 で 同時 期 、 建 物 6 は 建 

物 3・4 と 重複 し 、 こ れ ら と 規模 が 全く 違う こと か ら 古 段階 の 可能 性 が 高い 。 建物 3 ・4 は 孫 誠 

を 備え る 規模 の 大 き な 建 物 で 、 集 落 の 中 心 的 な 階層 の 住居 と 推測 され る 。 土 琉 44・80・164 か ら は 、 

先 形 の も の を 含む 残り の 良い 土師 器 皿 等 が 出土 し て いる 。 後述 する が 、 建 物 と の 位置 関係 か ら 土 

寺 44 と 建物 3 、 土 撤 80 と 建物 4 、 土 塊 164 と 建物 5 の 関連 が 指摘 で き 、 建 物 と 関わ る 祭礼 土塊 と 推 

定 さ れる 。 
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建物 3 ( 図 17) 他 の 遺構 に よる 削 平 等 で 柱 の 残り が 悪い 。 母屋 部 分 は 梁 行 2 間 x 桁 行 3 間 の 総 

柱 と 推定 され 、 母 屋 部 分 の 面積 は 約 29.9 如 で ある 。 母 屋 四 面 に 誠 を 廻ら し 、 西 側 に は さら に 孫 記 を 

付設 する 構造 と 推定 され る 。 尊 部 分 を 含め た 総 床 面積 は 約 56.3 吾 の 規模 と な る 。 建 物 の 方 位 は 約 N 

11? E を 示す 。 

建物 4 ( 図 18、 写 真 図 版 4) 母屋 部 分 は 肖 行 2 間 x 桁 行 3 間 の 総 柱 で 、 北 西側 に 間仕切 り と 思わ 

れる 柱 穴 が 見 られ 、 母 屋 部 分 の 面積 は 約 49.7 責 で ある 。 母屋 四面 に 放 を 廻ら し 、 北 西側 に さら に 孫 

謝 を 付設 する 構造 と 推定 され る 。 痢 部 分 を 含め た 総 床 面積 は 約 89.2 サ の 規模 と な り 、 建 物 群 中 最大 

規模 を 示す 。 建 物 の 方 位 は 約 N90*W を 示す 。 

建物 5 ( 図 19) 梁 行 2 間 x 桁 行 3 間 の 側 柱 建物 で 、 面 積 は 約 187f と な る 。 建 物 の 方 位 は 約 N69? 

W を 示す 。 
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1. 灰 黄 褐 色 10YR4/2 粘 砂 質 土 
2. 褐 灰色 7.5YR4/1 粘 細 砂 質 土 
3. 褐 灰色 10YR6/1 砂 質 土 十 褐 灰色 7.5YR4/1 粘 細 砂 質 土 混じる 
4. 黒褐色 7.5YR3/1 粘 細 砂 質 土 
5. 褐 灰 色 10YR6/1 粘 砂 質 土 十 黄 褐 色 2.5Y5/4 砂 混じる 

図 17 B 地 区 建物 3 平面 ・ 層 序 図
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東西 1 間 x 南 北 1 間 以 上 の 建物 で 、 調 査 区 外 の 南方 向 へ 延び る 可能 性 が ある 。 建 

面積 は 約 8.5 如 の 規模 と な る 。 建 物 の 方 位 は 約 N57'W を 示す 。 

建物 6 ( 図 19) 建物 北側 の 柱 穴 が 削 平 を 受け て いる が 、 竣 行 1 間 x 桁 行 3 間 の 建物 と 推定 され 、 

物 の 方 位 は 約 N 6”EE を 示す 。 

建物 7 ( 図 19) 

s 

5m 1/100) の 

5. 黒褐色 7.5YR3/1 粘 細 砂 質 土 
6. 褐 灰 色 7.5YR4/1 粘 砂 質 土 
7. 5 圭 黄 褐色 2.5Y5/4 砂 混じる 

図 18_B 地 区 建物 4 平面 ・ 層 序 図 

2. 灰 黄 褐色 10YR4/2 粘 砂 質 土 
3. 褐 灰色 7.5YR5/1 粘 砂 質 土 
4. 褐 灰色 7.5YR4/1 粘 細 砂 質 土 

1. 褐 灰 色 10YR6/1 砂 質 土
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灰 黄 褐色 10YR4/2 砂 質 土 十 
黒褐色 7.5YR3/1 粘 細 砂 質 土 混じる 

1. 

5.45m 

石 

建物 5 

] に 灰 黄 褐 色 10YR4/2 粘 砂 質 土 
2. 褐 灰色 7.5YR4/1 粘 細 砂 質 土 

34.50m 

建物 6 

991 
09 

2.75m 

灰 黄 褐色 10YR4/2 粘 砂 質 土 
2. 黒褐色 7.5YR3/1 粘 細 砂 質 土 
1. 

5m (S=1/100) 

図 19 B 地 区 建物 5 ら ・6・7 平面 ・ 層 序 図



土 芝 44 ( 図 20、 写 真 図 版 2) 残り の 良い 土師 器 皿 ・ 小 皿 

(88 93) が 出土 し て お り 、 祭 礼 土 折 と 考え られ る 。 建 物 

3 の 母屋 部 分 北東 に 位置 し 、 こ の 建物 と 関わ り を も つと 推 

定 さ れる 。 

土 芝 80 ( 図 20、 写 真 図 版 2) 残り の 良い 土師 器 皿 ・ 小 皿 97 

ー 101) や 上 瓦 質 羽 釜 (95) が 出土 し て お り 、 祭 祀 土 と 考 

えら れる 。 建物 4 の 母屋 部 分 北 束 に 位置 し 、 こ の 建物 と 関 
わり を る つと 推定 され る 。 

土 101 ( 図 20、 写 真 図 版 3) 北側 は 事業 範囲 外 と な る た 

め 掘 前 し て お ら ず 、 土 琉 の 規模 は 不明 で ある が 、 隅 丸 方 形 

に 近い 平面 形 と 思わ れる 。 破片 化し た 須恵 質 大 葬 (118) 

が 出土 し て いる 。 

土 玩 164 ( 図 20、 写 真 図 版 3) 柱状 の 石 と 残り の 良い 土師 

器 皿 ・ 小 皿 (111 ご 113) が 出土 し て お り 、 祭 礼 土 塊 と 考 

えら れる 。 建物 外 で ある が 、 建 物 5 の 北東 に 位置 し 、 こ の 

建物 と 関わ り を る つと 推定 され る 。 
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際 77 の 1. 灰 費 褐色 10YR4/2 粘 砂 質 土 い > ジ 

土 垢 164 

土 撤 44 土塊 80 。 

区 wo _B 地 区 土塊 44・80・101・164 遺物 出土 状況 平面 ・ 断 面 図 

3. 遺物 

(1) 遺構 出土 遺物 ( 図 21 一 23、 写 真 図 版 8 一 10) 

(S=1/20) 

1. 灰 黄 褐 色 10YR4/2 
閣 砂 質 土 

50cm 

建物 3 柱 穴 5 か ら 119、 柱 穴 15 か ら 51、 柱 穴 16 か ら 52・53、 柱 穴 49 か ら 54、 柱 穴 58 か ら 55・56、 

柱 穴 68 か ら 57 が 出土 し た 。 119 は 銅 銭 で 、「 通 」 部 分 の 破片 で ある 。 51 は 須恵 質 の 葬 で 、 摩 耗 が 激しい が 、 

体 部 外面 の 一 部 に 綾 杉 状 の タタ キ が 残る 。 口 縁 部 は 外 反 し 、 端 部 が 凸 帯状 に な っ て いる 。 復元 口径 
24.4cm・ 復 元 頸 部 径 22.4cm を 測る 。52 は 葬 形 の 土 製 煮 炊 具 で 、 口 縁 部 が 少し 外 反 し 、 端 部 に 面 を つく る 。 
53 は 土師 器 皿 で 、 体 部 下 半 が 内 湾 し 、 底 一 体 部 内 面 に 段 状 の ロク ロナ デ を 施す 。 底 部 外面 に 回 転 糸 

切 痕 が 残る 。 復元 底 径 7.1cm を 測る 。54 は 土師 器 皿 で 、 体 部 上 半 が 内 湾 し 、 口 縁 端 部 を 失 り 気味 に お 

さめ る 。 復元 口径 13.4cm を 測る 。55 は 土師 器 皿 で 、 体 部 下 半 が 内 湾 し 、 底 部 外面 に 回 転 糸 切 痕 が 残る 。



10cm S=1/4 

図 21 B 地 区 遺構 出土 遺物 1



復元 底 径 6.4cm を 測る 。56 は 土師 器 皿 で 、 体 部 下 半 が 少し 内 湾 し 、 底 一 体 部 内 面 に 段 状 の ロク ロナ 

デ を 施す 。 復元 底 径 5.0cm を 測る 。57 は 土師 器 皿 で 、 体 部 が 内 湾 し 、 口 縁 端 部 を 失 り 気味 に お さめ る 。 

底部 外面 に 回 転 糸 切 痕 が 残る 。 

建物 4 柱 穴 25 か ら 58、 柱 穴 37 か ら 59・120、 柱 穴 43 か ら 60 へ 62、 柱 穴 60 か ら 63、 柱 穴 70 か ら 

64・65・121、 柱 穴 91 か ら 66・67、 柱 穴 92 か ら 68、 柱 穴 97 か ら 69・70 が 出土 し た 。58 は 奏 形 の 

土 製 煮 炊 具 と 推定 され 、 口 縁 端 部 に 面 を つく る 。59 は 土師 器 小 皿 で 、 口 縁 部 が 少し 内 湾 し 、 端 

部 を 失 り 気味 に お さめ る 。 復元 口径 6.2cm・ 復 元 底 径 5.0cm・ 器 高 0.9cm を 測る 。120 は 断面 長 

方 形 の 鉄製 品 で 、 工 具 等 の 一 部 と 思わ れる 。60 は 東 播 系 須恵 器 鉢 の 口 縁 部 で 、 端 部 を 下方 に 拡 

張 す る 。61 は 土師 器 小 皿 で 、 体 部 下 半 が 少し 内 湾 、 上 半 が 少し 外 反 し 、 口 縁 英 部 を 失 り 気味 に 
お さめ る 。 底部 外面 に 回 転 氷 切 後 の 板 状 痕 が 残る 。 口 径 9.5cm・ 底 径 5.3cm・ 器 高 2.1cm を 測る 。 

62 は 土師 突 小 皿 で 、 底 部 か ら 短 い 口 縁 部 を 内 湾 気 味 に 立ち 上 げ る 。 復元 口径 6.8cm・ 底 径 5.1cm・ 

容 高 0.9cm を 測る 。63 は 土師 器 小 皿 で 、 口 縁 部 が 直線 的 、 端 部 を 丸く お さめ る 。 底部 外面 は 糸 

切 後に ナ デ を 施し た と 思わ れる 。 口径 7.3cm・ 底 径 5.7cm・ 器 高 1.5cm を 測る 。64 は 土師 器 皿 で 、 

底部 外面 に 回 転 糸 切 痕 が 残る 。 復 元 底 径 6.0cm を 測る 。65 は 土師 器 小 皿 で 、 口 縁 部 が 内 湾 し 、 

端 部 を 丸く お さめ る 。 底部 外面 は 摩耗 の た め 調 整 不明 で ある 。 復 元 口径 6.0cm・ 復 元 底 径 5.2cm・ 

維 高 0.9cm を 測る 。121 は 鉄製 の 針 で ある 。66 は 東 播 系 須恵 器 鉢 の 口 縁 部 で 、 端 部 を 下方 に 少し 

拡張 し 、 内 側が 少し 凹む 。67 は 土師 器 皿 で 、 底 部 外面 に 回 転 糸 切 痕 後 の 板 状 痕 が 残る 。 復 元 底 

径 6.4cm を 測る 。 68 は 羽 釜 形 の 土 製 煮 炊 具 で 、 播 磨 型 B 系 列 計 と 推定 され る 。 69 は 土師 器 皿 で 、 

体 部 が 少し 内 湾 し 、 口 縁 端 部 を 失 り 気味 に お さめ る 。 復元 口径 13.0cm を 測る 。70 は 土師 器 皿 で 、 

底部 外面 に 回 転 氷 切 痕 が 残る 。 復 元 底 径 7.1cm を 測る 。 

流 路 1 71 ご 79 が 出土 し た 。 71 は 東 播 系 須恵 器 鉢 で 、 体 部 上 半 が 直線 的 で 、 端 部 を 上 方 に 拡 

張 し 、 内 側が 少し 凹む 。72 は 須恵 質 の 准 の 頸 一 体 部 で 、 体 部 外面 に 綾 杉 状 の タタ キ を 施す 。 内 

面 に 粘土 の つなぎ 目 が 残る 。 復元 頸 部 径 18.0cm を 測る 。73 は 東 播 系 須恵 器 鉢 で 、 体 部 上 半 が 少 
し 外 反 する 。 口 縁 端 部 の 上 方 を 大 きく 拡張 する 。 復元 口 径 26.8cm を 測る 。74 は 土師 器 皿 で 、 体 
部 が 内 湾 し 、 口 縁 端 部 を 丸く お さめ る 。 底部 外面 は 糸 切 後に ナ デ を 施し た と 思わ れる 。 復元 品 

径 13.6cm・ 復 元 底 径 7.4cm・ 販 高 3.2cm を 測る 。75 は 土師 器 小 皿 で 、 口 縁 部 が 少し 内 湾 し 、 端 

部 を 失 り 気味 に お さめ る 。 底 部 外面 に 回 転 糸 切 痕 が 残る 。 器 高 1.0cm を 測る 。76 は 土師 器 小 皿 で 、 

口 縁 部 は 直線 的 、 端 部 を 失 り 気味 に お さめ る 。 底部 外面 は 摩耗 し て お り 調 整 不明 で ある 。 器 高 
1.0cm を 測る 。77 は 羽 釜 形 の 土 製 者 炊 具 で 、 播 磨 型 A 系 列 と 推定 され る 。78 は 羽 釜 形 の 土 製 者 
炊 具 で 、 口 縁 部 が 直 口 に 近い 形状 と 推定 され 、 端 部 に 面 を つく る 。79 は 羽 釜 形 の 土 製 煮 炊 具 で 、 

口 縁 部 を 内 傾 し 、 端 部 に 面 を つく る 。 

流 路 7 _ 80 ご 82・122 が 出土 し た 。80 は 土師 器 皿 で 、 体 部 が 内 湾 し 、 口 縁 端 部 を 失 り 気味 に 

お さめ る 。 復元 口径 14.6cm・ 復 元 底 径 8.8cm・ 如 高 2.7cm を 測る 。81 は 東 播 系 須恵 器 鉢 の 口 縁 

部 で 、 端 部 を 上 方 に 少し 拡張 し 、 内 側 に 巻き 込む よう な 形態 で ある 。82 は 口 縁 部 内 側 に 薄く 
重ね 焼き 痕 が 残り 、 焼 成 不 良 の 須恵 器 皿 の 可能 性 も ある 。 体 部 上 半 は 少し 内 湾 し 、 口 縁 端 部 
を 丸く お さめ る 。 復元 口径 12.8cm を 測る 。122 は 断面 正方 形 の 鉄製 品 で 、 工 具 等 の 一 部 と 思わ 

れる 。 

流 路 10 83ー85 が 出土 し た 。83 は 土師 器 皿 で 、 底 部 外面 に 回 転 糸 切 痕 が 残る 。 復 元 底 径 6.8cm 

を 測る 。84 は 東 播 系 須恵 大 鉢 の 口 縁 部 で 、 端 部 を 上 方 に 拡張 し 、 内 側が 少し 凹む 。85 は 土師 器 

小皿 で 、 口 縁 部 は 少し 内 湾 し 、 端 部 を 失 り 気味 に お さめ る 。 底部 外面 に 回 転 糸 切 痕 が 残る 。 復 

元 口径 7.2cm 。 復元 底 径 5.7cm 。 突 高 1.0cm を 測る 。 
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流 路 11 86 が 出土 し た 。86 は 羽 釜 形 の 土 製 煮 炊 具 で 、 播 磨 型 B 系 列 と 推定 され る 。 

土 芝 19_87 が 出土 し た 。87 は 羽 釜 形 の 土 製 煮 炊 具 で 、 播 磨 型 B 系 列 と 推定 され る 。 体 部 外面 に 斜め 

方 向 の タタ キ 、 内 面 に 横 方 向 の ハケ が 施さ れる 。 復元 口径 22.3cm ・ 復 元 欠 部 外 径 26.0cm を 測る 。 

土 44_88 ご 93 が 出土 し た 。88 は 土師 器 小 皿 で 、 口 縁 部 が 少し 内 湾 し 、 端 部 を 失 り 気味 に お さめ 

る 。 底 部 外面 に 回 転 糸 切 痕 が 残る 。 復元 口 径 6.2cm・ 復 元 底 径 5.0cm・ 器 高 0.8cm を 測る 。89 は 土師 

容 皿 で 、 底 部 外面 に 回 転 糸 切 痕 が 残る 。 体 部 下 半 は 直線 的 で 、 内 面 に 段 状 の ロク ロナ デ を 施す 。 復 

元 底 径 6.2cm を 測る 。90 は 土師 器 皿 で 、 体 部 が 少し 内 湾 し 、 口 縁 端 部 を 失 り 気味 に お さめ る 。 底 部 

外面 に 回 転 糸 切 痕 が 残り 、 底 一 体 部 内 面 に 段 状 の ロク ロナ デ を 施す 。 復 元 口径 12.1cm・ 底 径 5.5cm・ 

宮 高 22cm を 測る 。91 は 土師 器 皿 で 、 体 部 下 半 が 内 湾 、 上 半 は 直線 的 で 、 口 縁 端 部 を 失 り 気味 に お 

さめ る 。 底部 外面 に 回 転 糸 切 痕 が 残り 、 底 一 体 部 内 面 に 段 状 の ロク ロナ デ を 施す 。 口径 11.6cm・ 底 

径 5.5cm・ 刀 高 22cm を 測る 。92 は 土師 器 皿 で 、 体 部 が 少し 内 湾 し 、 口 縁 端 部 を 失 り 気味 に お さめ る 。 

底部 外面 に 回 転 切 痕 が 残り 、 底 一 体 部 内 面 に 段 状 の ロク ロナ デ を 施す 。 復 元 口径 12.6cm・ 底 径 

5.2cm・ 高 25cm を 測る 。93 は 土師 器 皿 で 、 体 部 下 半 が 少し 内 湾 、 上 半 は 直線 的 で 、 口 縁 端 部 を 

失 り 気味 に お さめ る 。 底 部 外面 に 回 転 糸 切 痕 が 残り 、 底 一 体 部 内 面 に 段 状 の ロク ロナ デ を 施す 。 口 

径 12.0cm・ 底 径 5.4cm・ 如 高 25cm を 測る 。 

土 芝 77 94 が 出土 し た 。94 は 土師 器 小 皿 で 、 口 縁 部 が 直線 的 、 端 部 を 失 り 気味 に お さめ る 。 底部 外 

面 に 回 転 糸 切 痕 が 残る 。 復 元 口径 7.4cm・ 底 径 5.5cm・ 問 高 1.11cm を 測る 。 

土 芝 80_95 ご 101 が 出土 し た 。95 は 上 瓦 質 の 羽 釜 で 、 体 部 外面 に 縦 方 向 の ハケ メ 、 内 面 に 横 方 向 の 

ハケ メ を 施す 。 復元 匂 部 外 径 27.8cm を 測る 。96 は 土 製 煮 炊 具 の 体 部 片 と 推定 され 、 外 面 に 格子 状 
の タタ キ を 施す 。97 は 土師 器 皿 で 、 体 部 が 内 湾 し 、 口 縁 端 部 を 失 り 気味 に お きめ る 。 底 部 外面 に 回 

転 糸 切 痕 が 残る 。 口 径 11.0cm・ 底 径 6.0cm・ 妖 高 23cm を 測る 。98 は 土師 器 小 皿 で 、 口 縁 部 が 内 湾 

し 、 端 部 を 丸く お さめ る 。 底 部 外面 に 回 転 糸 切 痕 が 残る 。 復元 口 径 7.2cm・ 復 元 底 径 5.1cm・ 器 高 

10cm を 測る 。99 は 土師 器 皿 で 、 体 部 上 半 が 少し 内 湾 し 、 口 縁 端 部 を 失 り 気味 に お さめ る 。 復元 品 

径 11.3cm を 測る 。100 は 土師 器 皿 で 、 体 部 が 直線 的 で 、 口 縁 端 部 を 失 り 気味 に お さめ る 。 復元 口径 

12.6cm・ 復 元 底 径 7.0cm・ 紀 高 24cm を 測る 。101 は 土師 器 皿 で 、 体 部 が 内 湾 し 、 口 縁 端 部 を 失 り 気 

味 に お さめ る 。 底部 外面 は 糸 切 後に ナ デ を 施し た と 思わ れる 。 復元 口径 10.7cm・ 底 径 6.2cm・ 器 高 
2.1cm を 測る 。 

土 需 82 102・103 が 出土 し た 。102 は 土師 器 小 皿 で 、 口 縁 部 が 直線 的 、 端 部 を 丸く お さめ る 。 底 

部 外面 は 回 転 切 後に ナ デ を 施す 。 口径 6.4cm・ 底 径 43cm・ 器 高 13cm を 測る 。103 は 土師 器 皿 

で 、 体 部 上 半 が 直線 的 、 口 縁 端 部 を 失 り 気味 に お さめ る 。 体 部 外面 に 段 状 の ナ デ を 施す 。 復元 口径 

12.2cm を 測る 。 

土 貞 85 104 が 出土 し た 。104 は 土師 器 皿 で 、 体 部 が 直線 的 、 口 縁 端 部 を 丸く お さめ る 。 底部 外面 に 

回 転 糸 切 後 の 板 状 痕 が 残る 。 口 径 12.0cm・ 底 径 6.5cm・ 器 高 3.4cm を 測る 。 

土 玉 101 105・118 が 出土 し た 。105 は 土師 器 皿 で 、 体 部 上 半 は 外 反 し 、 口 縁 端 部 を 失 り 気味 に お き さ 

め る 。 復元 口径 12.6cm を 測る 。118 は 須恵 質 の 大 諾 で 、 口 縁 部 は 緩やか に 外 反 し 、 端 部 を 丸く お き さ 

め る 。 全体 に 摩耗 し て いる た め 調 整 は 不明 で ある 。 復 元 口径 41.0cm・ 復 元 頸 部 径 39.7cm・ 復 元 胴 

部 最大 径 52.3cm を 測る 。 

土 芝 109_ 106 が 出土 し た 。106 は 土師 器 小 皿 で 、 口 縁 部 は 少し 内 湾 し 、 端 部 を 失 り 気味 に お さめ る 。 

旗 部 外面 は 摩耗 の た め 調 整 不 明 で ある 。 器 高 10cm を 測る 。 

土 玉 123 107 が 出土 し た 。107 は と 瓦 質 の 羽 釜 で 、 口 縁 部 が 短い 。 

土 琉 150_108 が 出土 し た 。108 は 東 播 系 須恵 器 鉢 の 口 縁 部 で 、 端 部 を 少し 上 下 に 拡張 し 、 内 面 が 凹む 。 
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土 天 162_109・110 が 出土 し た 。109 は 土師 器 皿 で 、 体 部 

が 内 湾 し 、 口 縁 端 部 を 丸く お きめ る 。 底 部 外面 に 回 転 糸 ん 
切 痕 が 残る 。 器 高 19cm を 測る 。110 は 某 形 の 土 製 者 炊 

122 

具 の 口 緑 部 と 推定 され る 。 端 部 を 丸く お きめ る 。 |】 
土 玉 164 111 113 が 出土 し た 。111 は 土師 器 皿 で 、 体 人 | ーー 本 

部 が 外 反 し 、 口 縁 端 部 に 面 を も つ 。 体 部 内 外面 に 段 状 の 
ロク ロナ デ を 施す 。 底 部 外面 に 回 転 糸 切 痕 が 残る 。 口径 | 回 

C つ 120 121 
14.2cm ・ 底 径 7.4cm・ 高 29cm を 測る 。112 は 土師 器 皿 

で 、 体 部 下 半 が 少し 内 湾 、 上 半 が 直線 的 で 、 口 縁 端 部 を 0 の 生 
失 り 気味 に お きめ る 。 底 一 体 部 内 面 に 邊 状 の ロク ロナ デ 
を 施す 。 底部 外面 に 回 転 糸 切 後 の 板 状 痕 が 残る 。 口 径 
11.9cm・ 底 径 6.1cm・ 器 高 24cm を 測る 。113 は 土師 器 小皿 で 、 口 縁 部 が 外 反 、 端 部 を 肥厚 & せ て 九 
く お き め る 。 底 部 外面 に 回 転 糸 切 療 が 残る 。 口径 5.6cm・ 底 径 42cm・ 器 高 11cm を 測る 。 
土 芝 169 114 が 出土 し た 。114 は 土師 器 小 皿 で 、 口 縁 部 が 内 湾 し 、 端 部 を 失 り 気味 に お きめ る 。 復 

元 口径 6.0cm を 測る 。 
土 玩 188 115・116 が 出土 し た 。115 は 著 形 の 土 製 煮 炊 具 と 推定 され る 。 口 縁 部 は 外 反 し 、 端 部 を 
内 側 に 巻き 込む よう な 形態 で ある 。116 は 羽 釜 形 の 土 製 者 炊 具 で 、 播 磨 型 B 系 列 と 推測 きれ る 。 体 
部 外面 に 斜め 方 向 の タタ キ 、 内 面 に 横 方 向 の ハケ メ が 施 き れる 。 復元 口径 29.6cm・ 復 元 鈴 部 外 径 
32.9cm を 測る 。 

土 玉 190 117 が 出土 し た 。117 は 有 孔 土 争 で 、 長 さ 2.9cm・ 最 大 径 1.0cm・ 孔 径 0.4cm を 測る 。 
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(2) 包含 層 出 土 遺物 ( 図 24、 写 真 図版 11) 
123 へ 143 は 中 世 、144・145 は 弥生 時 代 の 出土 遺物 と 思わ れる 。 

123 は 蓮 弁 文 の 青磁 碗 の 口 縁 部 で 、 端 部 を 丸く お さめ る 。124 は 青磁 碗 で 、 口 縁 部 外面 を 一 周 す 

る 線 が 入る 。 体 部 は 内 湾 し 、 口 縁 端 部 を 丸く お さめ る 。 復元 口径 12.8cm を 測る 。125 は 備前 焼 搬 鉢 

で 、 口 縁 端 部 の 上 方 へ の 拡張 が 顕著 で 、 乗 岡 編 年 中 世 5 期 品 ぅ ) と 思わ れる 。126 は 古瀬 戸 の 平 塊 で 、 
底部 外面 か ら 体 部 下 半 に か け て 無 衝 で ある 。 底 部 は 突出 し 、 体 部 が 緩やか に 内 次 、 口 縁 部 が 少し 

外 反 し 、 端 部 を 失 り 気味 に お さめ る 。 復元 口径 17.6cm・ 復 元 底 径 5.0cm・ 器 高 6.7cm を 測る 。127 

ー 129 は 東 播 系 須恵 器 鉢 の 口 縁 部 で ある 。127 は 端 部 を 上 下 に 拡張 し 、 内 側 に 凹 線 が 形成 され て い 

る 。128 は 端 部 の 上 方 へ の 拡張 が 顕著 で 、 内 面 が 凹む 。129 は 土師 質 の 焼成 で 、 端 部 を 上 下 に 少し 

拡張 し 、 内 面 が 凹む 。130 は 鍋 で 、 口 縁 部 が 「 く 」 字 状 に 屈曲 し 、 端 部 に 面 を つく る 。 体 部 外面 に 

縦 方 向 の ハケ メス が 施さ れる 。131・132 は 葛 形 の 土 製 煮 炊 具 と 思わ れる 。131 の 口 縁 部 は 緩やか に 外 

反し 、 英 部 に 面 を つく る 。 体 部 外面 に 斜め 方 向 の タタ キ が 施さ れる 。132 は 短い 口 縁 部 を 外側 に 屈 

曲 さ せ 、 端 部 に 面 を つく る 。133 へ 138 は 羽 釜 形 の 土 製 煮 炊 具 と 思わ れる 。133 136 は 播磨 型 B 

系列 、137・138 は A 系 列 と 推測 され る 。133 の 体 部 外面 に は 斜め 方 向 の タタ キ 、 内 面 に は 横 方 向 の 

ハケ メ が 施さ る れる 。136 は 復元 口径 26.8cm を 測る 。137 の 体 部 外面 は 斜め 方 向 の タタ キ 、 内 面 は ナ 

デ を 施す 。 復 元 口径 26.8cm・ 復 元 負 部 径 30.1cm・ 復 元 胴 部 最大 径 30.3cm を 測る 。139 は 器 種 不明 

の 土 製 煮 炊 具 で 、 体 部 を 内 傾 さ せ 、 口 縁 端 部 に 面 を つく る 。140 は 器 種 不 明 の 土師 器 の 底部 で 、 突 

出す る 底部 の 外面 に 回 転 糸 切 痕 が 残る 。 復 元 底 径 5.1cm を 測る 。141 は 土師 器 皿 で 、 体 部 は 直線 的 

で 、 口 縁 英 部 を 失 り 気味 に お さめ る 。 底 部 外面 に 糸 切 後 ナ デ 、 体 部 内 面 に 段 状 の ロク ロナ デ を 施す 。 

復元 口径 12.4cm・ 復 元 底 径 6.0cm・ 妖 高 22cm を 測る 。142 は 土師 器 皿 で 、 底 部 外面 に 回 転 糸 切 痕 が 
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145 は 終末 期 頃 の 弥生 土器 と 思わ れる 。144 は 葵 の 上 半 部 で 、 口 縁 部 は 「 く 」 字 状 で 、 体 部 

外面 に 斜め 方 向 の 粗い タタ キ 施 され る 。 復元 口径 13.4cm・ 復 元 頸 部 径 11.0cm を 測る 。145 は 底部 で 、 

底 径 3.5cm を 測る 。 

残る 。 復元 底 径 8.2cm を 測る 。143 は 土師 器 小 皿 で 、 少 し 突出 する 底部 の 外面 に 回 転 糸 切 痕 が 残る 。 

144・ 

底 径 5.4cm を 測る 。 
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図 24 B 地 区 包含 層 出 土 遺物 
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第 3 節 C 地 区 
標高 は 33 一 34m、 調 査 区 の 面積 は 260 避 で ある 。 当 地区 で は 

2 面 の 中 世 遺 構 面 の 検出 を 行う こと が で き 、 第 2 遺構 面 で 掘 立 

柱 建物 が 1 棟 復 元 で きた 。 

1. 層 序 ( 図 26) 
A 地 区 と は 罰 畔 で 隔て られ 、 耕 地面 が 高い こと か ら 、A 地 区 

ょ より 削 平 の 影響 が 少な か っ た と 考え られ る 。8・9 層 は 第 1 遺構 面 の 遺構 で 、5 一 7 層 が この 遺構 

面 上 に 堆積 し た 包含 層 で ある 。14 層 は 第 2 遺構 面 に 対応 する 遺構 で 、13 層 が この 遺構 面 上 に 堆積 
し た 包含 層 で ある 。 遺構 理 士 で ある 8・9 層 と 14 層 、 あ る い は 包含 層 で ある 5 一 7 層 と 13 層 の 比 

較 か ら 、 第 1 遺構 面 に 対応 する 遺構 埋 士 と 包含 層 よ り る 、 第 2 遺構 面 に 対応 する 遺構 埋 士 と 包含 

層 の 土 色 が 濃い 色調 で 明確 に 区 別 で き 、A 地 区 の 埋 士 に つい て も る これ が 確認 で きた た め 、 時 期 区 

分 の 参考 と し た 。 前 者 を 中 世 新 段階 、 後 者 を 中 世古 段階 と する 。 

図 25_C 地 区 の 位置 
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図 26 C 地 区 北 壁 層 序 図 

2. 遺構 ( 図 27・28、 写 真 図版 4 え ・5) 

第 1 遺構 面 (中 世 新 段階 ) で は 、 調 査 区 北西 部 を 中 心 に 土 等 が 検出 され た 。 

第 2 遺構 面 (中 世古 段階 ) で は 、 調 査 区 北西 部 を 中 心 に 土 等 が 検出 され た 他 、 建 物 8 が 復元 
で きた 。 

建物 8 ( 図 29) 東西 3 間 ・ 南 北 3 間 の 側 柱 建物 と 推定 され 、 面 積 は 約 35.7 商 と な る 。 建物 の 方 位 

は 約 N 9?E を 示し 、 柱 穴 333・341 は 掘 方 が 大 きく 、 土 塊 と 切り 合っ て いる 可能 性 も 考え られ る 。 

3. 遺物 

(1) 遺構 出土 遺物 ( 図 30・ 写 真 図版 12) 

146 一 148 は 第 1 遺構 面 (中 世 新 段階 )、149 一 165 は 第 2 遺構 面 (中 世古 段階 ) の 遺構 出土 遺物 
で ある 。 

土 寺 305 146・147 が 出土 し た 。146 は 土師 器 皿 の 底部 で 、 体 部 下 半 は 直線 的 で ある 。 底部 外面 は 

摩耗 で 調整 不明 で ある 。 復 元 底 径 6.8cm を 測る 。147 は 土師 器 小 皿 の 底部 で 、 体 部 下 半 は 内 湾 す る 。 

底部 外面 に 回 転 糸 切 痕 が 残る 。 底 径 4.3cm を 測る 。 
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(S=1/200) 

図 27 C 地 区 第 1 遺構 面 平面 図 

(S=1/200) 

図 28 C 地 区 第 2 遺構 面 平面 図 
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図 29 C 地 区 建物 8 平面 ・ 層 序 図 

土 芝 314 148 が 出土 し た 。148 は 発 形 の 土 製 煮 炊 具 で ある 。 口 縁 部 は 「 く 」 字 状 に 屈曲 し 、 英 部 を 

丸く お さめ る 。 体 部 外面 に 斜め 方 向 の タタ キ 、 内 面 に 横 方 向 の ハケ メ を 施す 。 復 元 口径 18.1cm ・ 復 

元 宅 部 径 17.2cm・ 復 元 体 部 最大 径 20.5cm を 測る 。 

建物 8 柱 穴 322 か ら 149、 柱 穴 333 か ら 150、 柱 穴 340 か ら 151・152、 柱 穴 341 か ら 153 ー 156 が 出 

土 し た 。149 は 土師 器 皿 の 底部 で 、 底 部 外面 に 回 転 糸 切 痕 が 残る 。 復 元 底 径 5.9cm を 測る 。150 は 

土 製 煮 炊 具 と 思わ れる 。 口 縁 部 を 内 側 に 少し 屈曲 させ 、 端 部 を 上 方 に 少し 拡張 する 。151 は 土師 

器 皿 で 、 体 部 が 直線 的 で 、 口 縁 端 部 を 丸く お さめ る 。 底部 外面 は 摩耗 の た め 調 整 不明 で ある 。 復 

元 口径 12.2cm ・ 復 元 底 径 8.0cm・ 如 高 3.1cm を 測る 。152 は 土師 器 皿 で 、 体 部 が 直線 的 で 、 口 縁 部 

を 薄く 仕上 げ 、 口 縁 敵 部 を 丸く お さめ る 。 復元 口径 11.6cm を 測る 。153 は 上 瓦 質 の 拳 の 頸 一 体 部 で 、 

体 部 外面 に 格子 状 の タタ キ を 施す 。 復元 頸 部 径 17.4cm を 測る 。154 は 羽 釜 等 の 土 製 煮 炊 具 で ある 。 

品 縁 部 を 「 く 」 字 状 に 屈曲 し 、 端 部 に 面 を つく り 上 方 に 少し 拡張 する 。 紀伊 型 と 推定 され る 。 復 

元 口 径 28.7cm・ 復 元 頸 部 径 25.2cm を 測る 。155 は 土師 器 皿 の 口 縁 部 で 、 端 部 を 丸く お さめ る 。 復 

元 口径 12.4cm を 測る 。156 は 土師 器 小 皿 で 、 口 縁 部 が 直線 的 で 、 口 縁 敵 部 を 丸く お さめ る 。 高 

1.3cm を 測る 。 

土 英 326 157 が 出土 し た 。157 は 土師 刀 皿 で 、 体 部 下 半 は 少し 内 湾 す る 。 底 部 外面 は 糸 切 後に ナ デ 

を 施す 。 復元 底 径 7.0cm を 測る 。 



土 玉 329 158 一 161 が 出土 し た 。158 は 須恵 器 皿 で 、 体 部 下 半 は 少し 内 湾 す る 。 底部 外面 は 糸 切 後 

に ナ デ を 施す 。 復元 底 径 6.5cm を 測る 。159 は 東 播 系 須恵 器 鉢 の 口 縁 部 で 、 口 縁 端 部 に 面 を つく り 、 

失 り 気味 に お さめ る 。160 は 土師 器 小皿 で 、 体 部 下 半 は 内 湾 す る 。 底 部 外面 に 回 転 糸 切 痕 が 残る 。 

復元 底 径 5.5cm を 測る 。161 は 土師 器 皿 で 、 体 部 が 少し 内 湾 し 、 薄 くく 仕上げ る 。 口 縁 端 部 を 丸く お 

さめ る 。 底 部 外面 に 回 転 糸 切 痕 が 残る 。 口 径 11.5cm・ 底 径 5.9cm・ 器 高 3.9cm を 測る 。 

土 玉 334 162 が 出土 し た 。162 は 須恵 突 礁 の 頸 一 体 部 と 推定 され 、 体 部 外面 に 横 方 向 の 細い タタ キ 

を 施す 。 

土 琉 344 163 が 出土 し た 。163 は 石 製 の 碗 で ある 。 長 さ 9.2cm・ 幅 5.3cm を 測る 。 

土 琉 345_ 164・165 が 出土 し た 。 164 は 土師 器 皿 で 、 底 部 外面 に 回 転 糸 切 痕 が 残る 。 底 径 5.7cm を 測る 。 

165 は 土師 鶴 小 皿 で 、 口 縁 部 は 直線 的 で 、 端 部 を 丸く お さめ る 。 如 高 1.2cm を 測る 。 

rs こえ 光る 149 151 

148 \ 150 、 ク 。 

ーー 一 一 154 
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図 30 C 地 区 遺構 出土 遺物 

(2) 包含 層 出 土 遺物 ( 図 31・ 写 真 図版 12・13) 

166 へ 191 は 第 1 遺構 面 上 の 包含 層 (5 一 7 層 )、192 一 200 は 第 2 遺構 面 上 の 包含 層 (13 層 ) 出 土 で 、 

基本 的 に 中 世 の 遺 物 で ある が 、180・184 一 187・193 は 古代 の 遺物 と 思わ れる 。 

166 は 土師 回 皿 で ある 。 体 部 は 直線 的 で 、 口 縁 端 部 を 丸く お さめ る 。 底 部 外面 は 糸 切 後に ナ デ を 

施す 。 口 径 11.8cm・ 底 径 6.8cm・ 疑 高 3.1cm を 測る 。167 は 土師 器 皿 で ある 。 体 部 は 少し 内 湾 し 、 口 

縁 端 部 を 丸く お さめ る 。 底部 外面 に 回 転 糸 切 痕 が 薄く 残る 。 復元 口径 10.9cm・ 底 径 6.5cm・ 器 高 3.7cm 

を 測る 。168 は 土師 容 皿 で ある 。 体 部 は 少し 内 湾 し 、 口 縁 端 部 を 失 り 気味 に お さめ る 。 底部 外面 に 

回 転 糸 切 後 の 板 状 痕 が 残る 。 復元 口径 11.0cm・ 底 径 6.4cm・ 器 高 3.4cm を 測る 。169 は 土師 器 皿 で ある 。 
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図 31 C 地 区 包含 層 出 土 遺物 
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体 部 下 半 は 少し 内 湾 し 、 上 半 は 外 反 する 。 口 縁 英 部 を 失 り 気味 に お さめ る 。 底 部 外面 に 回 転 糸 切 後 

の 板 状 痕 が 残る 。 復 元 口径 12.5cm ・ 底 径 6.8cm・ 妖 高 3.6cm を 測る 。170 は 土師 故 皿 で ある 。 体 部 上 

半 は 少し 内 湾 し 、 口 縁 端 部 を 丸く お さめ る 。 復元 口径 11.8cm を 測る 。171 は 土師 突 皿 で ある 。 体 部 

は 内 湾 し 、 底 部 外面 に 回 転 糸 切 痕 が 薄く 残る 。 底 径 6.5cm を 測る 。172 は 土師 鶴 皿 で ある 。 体 部 下 

半 は 少し 内 湾 し 、 底 部 外面 に 回 転 糸 切 痕 が 残る 。 復元 底 径 6.0cm を 測る 。173 は 開 形 の 土 製 煮 炊 具 で 、 

品 縁 端 部 に 面 を つく る 。174 は 竣 形 の 土 製 煮 炊 具 で 、 口 縁 部 は 外 反 し 、 端 部 に 面 を つく り 内 側 に 少 

し 拡張 する 。175 は 土師 器 小皿 で ある 。 口 縁 部 は 少し 内 湾 し 、 端 部 を 失 り 気味 に お さめ る 。 底部 外 

面 に 回 転 糸 切 痕 が 残る 。 復元 口径 8.0cm・ 復 元 底 径 6.5cm・ 疾 高 10cm を 測る 。 176 は 土師 器 小 皿 で ある 。 

口 縁 部 は 外 反 し 、 端 部 を 失 り 気味 に お さめ る 。 底 部 外面 に 回 転 糸 切 痕 が 残る 。 復元 口径 7.3cm・ 復 

元 底 径 5.7cm・ 器 高 11cm を 測る 。177 は 土師 器 小 皿 で ある 。 口 縁 部 は 内 湾 し 、 端 部 を 失 り 気味 に お 

さめ る 。 底部 外面 に 回 転 糸 切 痕 が 残る 。 復 元 口径 7.0cm・ 復 元 底 径 5.0cm・ 容 高 1.3cm を 測る 。178 

は 土師 器 小 皿 で 、 底 部 外面 に 回 転 茶 切 痕 が 残る 。 復元 底 径 6.2cm を 測る 。179 は 土師 器 小皿 で 、 底 

部 外面 に 回 転 糸 切 痕 が 残る 。 底 径 5.5cm を 測る 。180 は 土師 器 鍋 の 口 縁 部 で 、 端 部 を 上 方 に 拡張 する 。 

181 は 須恵 器 皿 で ある 。 体 部 は 内 湾 し 、 口 縁 端 部 を 失 り 気味 に お さめ る 。 妖 高 3.3cm を 測る 。182 は 

須恵 器 皿 で ある 。 体 部 は 内 湾 し 、 口 縁 端 部 を 失 り 気味 に お さめ る 。 口 縁 部 に 重ね 焼き 痕 が 残る 。 底 

部 外面 に 回 転 糸 切 痕 が 残る 。 復 元 口径 12.4cm・ 復 元 底 径 7.0cm・ 央 高 29cm を 測る 。183 は 須恵 穴 皿 

で ある 。 体 部 下 半 は 少し 内 湾 し 、 底 部 外面 は 摩耗 の た め 調 整 不明 で ある 。 底 径 5.6cm を 測る 。184 は 

平底 の 須恵 器 款 で 、 体 部 下 半 は 直線 的 で ある 。 復元 底 径 7.4cm を 測る 。185 は 須恵 突 枯 で 、 体 部 が 少 

し 内 湾 し 、 口 縁 部 は 少し 外 反 する 。 口 縁 英 部 を 丸く お さめ る 。 復元 口径 13.8cm を 測る 。186 は 須恵 

器 天 の 高台 部 で 、 復 元 底 径 9.0cm を 測る 。187 は 須恵 器 の 高台 部 で 、 底 径 8.4cm を 測る 。188 は 焼 

成 不 良 の 須恵 質 の 装 と 思わ れる 。 口 縁 部 は 「 く 」 字 状 に 屈曲 し 、 端 部 に 面 を つく る 。 体 部 外面 に 格 

子 状 の タタ キ を 施す 。189 は 東 播 系 須恵 器 鉢 で ある 。 体 部 下 半 は 内 湾 し 、 上 半 が 直線 的 で ある 。 口 

縁 端 部 を 上 下 に 拡張 し て 上 方 を 内 側 に 巻き 込む よう な 形態 で ある 。 復元 口径 24.4cm を 測る 。190 は 

常滑 焼 の 玲 と 推定 され る 。 口 縁 部 は 外 反 し 、 喘 部 に 面 を つく り 上 下 に 拡張 する 。 復元 口径 22.7cm・ 

復元 頭 部 径 186cm を 測る 。191 は 東 播 系 須恵 器 鉢 で 、 口 縁 部 は 少し 外 反 し 、 口 縁 端 部 を 上 下 に 少し 

拡張 する 。 

192 は 東 播 系 須恵 問 鉢 で ある 。 体 部 上 半 は 直線 的 で 、 口 縁 端 部 を 上 下 に 拡張 し 、 内 側が 少し 凹む 。 

復元 口径 27.4cm を 測る 。193 は 須恵 器 計 で ある 。 口 縁 部 は 「 く 」 字 状 に 屈曲 し 、 端 部 に 面 を つく る 。 

体 部 外面 に 縦 方 向 の タタ キ を 施す 。 復 元 口径 28.4cm・ 復 元 吾 部 径 26.2cm を 測る 。194 は 土師 器 皿 で 

ある 。 体 部 は 少し 外 反 し 、 口 縁 端 部 を 失 り 気味 に お さめ る 。 復元 口径 12.2cm・ 復 元 底 径 7.0cm・ 妖 

高 30cm を 測る 。195 は 土師 器 皿 で ある 。 体 部 は 少し 内 湾 し 、 口 縁 端 部 を 丸く お さめ る 。 復元 口径 

12.5cm を 測る 。196 は 土師 器 皿 で ある 。 体 部 は 少し 内 湾 し 、 口 縁 端 部 を 失 り 気味 に お さめ る 。 復元 

口径 120cm を 測る 。197 は 土師 器 皿 で ある 。 体 部 は 少し 内 湾 し 、 口 縁 端 部 を 丸く お さめ る 。 復元 口 

径 13.8cm を 測る 。198 は 土師 器 鍋 で ある 。 外側 に ひら く 体 部 か ら 口 縁 部 を さら に 屈曲 させ 、 口 縁 端 

部 に 面 を つく る 。 復元 口径 32.8cm・ 復 元 頭 部 径 29.3cm を 測る 。199 は 土師 器 小皿 で ある 。 口 縁 部 は 

内 湾 し 、 英 部 を 丸く お さめ る 。 底部 外面 に 回 転 糸 切 痕 が 残る 。 復元 口径 7.6cm・ 底 径 4.5cm・ 突 高 0.8cm 

を 測る 。200 は 土師 器 小 皿 で ある 。 口 縁 部 は 直線 的 で 、 英 部 を 失 り 気味 に お さめ る 。 底 部 外面 に 回 

転 糸 切 痕 が 残る 。 復元 口径 7.0cm・ 復 元 底 径 5.6cm・ 疑 高 12cm を 測る 。 



第 4 節 D 地 区 
標高 は 約 34m、 調 査 区 の 面積 は 約 450 如 で ある 。A・C 地 区 

と B 地 区 の 間 に 位 置 し 、 こ れ ら の 地区 と 比べ て 検出 遺構 は 少な 
い 。 

1. 層 序 ( 図 33) 

7 層 は C 地 区 の 中 世 新 段階 に 対応 する と 推定 され る 包含 層 

で 、 こ れ が 地区 全体 を 広く 覆っ て いる 。 こ れ に 対し て 中 世古 段階 に 対応 する と 推定 され る 包含 層 8 

層 は 、 西 側 の 一 部 に の み 分 布 す る 。 

図 32_D 地 区 の 位置 
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図 33 _D 地 区 北 壁 層 序 図 

2. 遺構 ( 図 34、 写 真 図版 5) 

検出 され た 遺構 群 は 土 色 か ら C 地 区 の 中 世 新 段階 ・ 古 段階 に 分 類 が 可能 で ある 。 流 路 と 土 が 

検出 され た が 、 建 物 柱 穴 は 検出 で き な か っ た 。 

流 路 361 南側 が 土塊 状 を 呈し て お り 、 土 需 と 切り 合っ て いる 可能 性 も 考え られ る 。 埋 士 は 中 世古 
段階 に 対応 する 。 ま と まっ た 出土 遺物 が 得 ら れ た の は 、 こ の 遺構 の み で あっ た 。 
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1. 暗 灰 黄色 2.5Y5/2 粘 砂 質 土 
! 2. 1 十 黄 褐色 2.5Y5/3 砂 質 土 混じる 
2 3. 褐 灰 色 10YR5/1 粘 細 砂 質 土 十 黄 褐色 2.5Y5/3 砂 質 土 混じる 
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図 34 D 地 区 平面 図 ・ 流 路 361 層 序 図 
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3. 遺物 

(1) 遺構 出土 遺物 ( 図 35・ 写 真 図版 14) 

流 路 361 201 213 が 出土 し た 。201 は 土師 器 皿 で ある 。 体 部 は 内 湾 し 、 口 縁 端 部 を 失 り 気味 に お 

さめ る 。 底部 外面 は 摩耗 の た め 調 整 不 明 で ある 。 復元 口径 11.2cm・ 復 元 底 径 6.1cm・ 器 高 3.4cm を 測る 。 

202 は 土師 容 皿 で ある 。 体 部 は 内 湾 し 、 口 縁 英 部 を 失 り 気味 に お さめ る 。 底部 外面 に 回 転 糸 切 痕 が 

薄 く 残る 。 復元 口径 13.3cm・ 復 元 底 径 8.7cm・ 器 高 28cm を 測る 。203 は 土師 器 皿 で ある 。 体 部 は 内 

湾 し 、 口 縁 英 部 を 丸く お さめ る 。 復元 口径 12.4cm を 測る 。204 は 土師 器 皿 で ある 。 体 部 は 少し 内 湾 

し 、 口 縁 端 部 を 失 り 気味 に お さめ る 。 復元 口径 11.8cm を 測る 。205 は 土師 器 皿 の 底部 で 、 外 面 に 回 

転 糸 切 痕 が 残る 。 底 径 6.8cm を 測る 。206 は 土師 器 皿 で ある 。 体 部 下 半 は 直線 的 で 、 底 部 外面 に 回 

転 糸 切 痕 が 残る 。 復 元 底 径 6.2cm を 測る 。207 は 土師 器 小 皿 で ある 。 口 縁 部 は 少し 内 湾 し 、 口 縁 敵 

部 を 丸く お さめ る 。 底部 外面 は 回 転 糸 切 痕 が 残る 。 復元 口径 7.3cm・ 底 径 5.1cm・ 妖 高 144cm を 測る 。 

208 は 土師 鶴 小 皿 で ある 。 口 縁 部 は 内 湾 し 、 口 縁 端 部 を 失 り 気味 に お さめ る 。 底 部 外面 は 回 転 糸 切 

痕 が 残る 。 復元 口 径 7.7cm・ 復 元 底 径 5.0cm・ 突 高 10cm を 測る 。209 は 土師 器 小 皿 で ある 。 口 縁 部 

は 直線 的 で 、 口 縁 端 部 を 失 り 気味 に お さめ る 。 底 部 外面 に 回 転 糸 切 痕 が 残る 。 復 元 口 径 6.8cm・ 底 

径 5.0cm・ 鶴 高 10cm を 測る 。210 は 土師 容 小 皿 で 、 底 部 外面 に 回 転 糸 切 痕 が 薄く 残る 。 底 径 5.5cm 

を 測る 。211 は 白磁 皿 で ある 。 体 部 下 半 は 内 湾 し 、 復 元 底 径 4.1cm を 測る 。212 は 東 播 系 須恵 器 の 口 

縁 部 で 、 英 部 を 上 下 に 拡張 し 、 内 側が 凹む 。213 は 釘 で 、 長 さき 43cm を 測る 。 
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図 35 D 地 区 遺構 出土 遺物 8
2
8
2
 
0
 

1
 

o
o



(2) 包含 層 出 土 遺物 ( 図 36・ 写 真 図版 14) 

基本 的 に 中 世 の 遺 物 で ある が 、214 は 古代 の 遺物 と 思わ れる 。 

214 は 土師 突 小 皿 で ある 。 口 縁 部 は 少し 内 湾 し 、 端 部 を 丸く お さめ る 。 底部 外面 に 回 転 ヘラ 切 痕 

が 残る 。 復元 口径 10.3cm・ 底 径 8.0cm・ 器 高 1.7cm を 測る 。 215 は 土師 器 小 皿 で ある 。 口 縁 部 は 内 湾 し 、 

英 部 を 丸く お さめ る 。 底部 外面 は 摩耗 の た め 調 整 不明 で ある 。 口径 9.0cm・ 復 元 底 径 7.0cm・ 器 高 1.4cm 

を 測る 。216 は 土師 器 小皿 で ある 。 口 縁 部 は 内 湾 し 、 端 部 を 丸く お さめ る 。 底部 外面 に 回 転 糸 切 痕 

が 残る 。 復元 口 径 9.0cm・ 復 元 底 径 6.4cm・ 如 高 13cm を 測る 。217 は 土師 器 小 皿 で ある 。 口 縁 部 は 

内 湾 し 、 端 部 を 丸く お さめ る 。 底部 外面 に 板 状 痕 が 残る 。 復元 口径 8.5cm・ 復 元 底 径 7.0cm・ 器 高 2.0cm 

を 測る 。218 は 常滑 焼 の 葬 と 推定 され る 。 口 縁 部 は 外 反 し 、 端 部 に 面 を つく り 上 下 に 拡張 する 。219 

は 土師 器 皿 で ある 。 口 縁 部 は 内 湾 す る 。 底 部 外面 は 摩耗 の た め 調 整 不明 で ある 。 底 径 6.2cm を 測る 。 

220 は 東 播 系 須恵 傘 鉢 の 口 縁 部 で 、 少 し 外 反 する 。 口 縁 端 部 を 上 下 に 拡張 し て 上 方 を 内 側 に 巻き 込 

む よ う な 形態 で ある 。 内面 が 少し 凹む 。 復元 口径 26.0cm を 測る 。221 は 青磁 碗 の 口 縁 部 で 、 少 し 内 

次 し 、 端 部 を 丸く お さめ る 。 外面 に 雷 文 を 施す 。 復元 口径 13.2cm を 測る 。 222・223 は 丸 瓦 で 、223 

は 裏面 に 布 状 痕 が 残る 。 
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区 D 地 区 包含 層 出 土 遺物 



第 5 節 E 地 区 
標高 は 約 35m、 

る 調査 区 で ある 。 

調査 区 の 面積 は 約 140 避 で 、 最 も 東 に 位置 す 

調査 区 南側 は 段丘 面 で 、 段丘 上 は 遺跡 範囲 外 

と な る 。 中世 の 掘 立 柱 建 物 を 3 棟 復 元 し た 。 

図 37 E 地 区 の 位置 
1. 層 序 ( 図 38) 

耕地 造成 の 影響 を 受け 、 包 含 層 の 残り が 悪く 、 

14・15 層 上 面 で 遺構 検出 を 行っ た 。 

8 層 が わずか に 残っ た 包含 層 と 考え られ る 。 
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区 E 地 区 南 壁 層 序 図 

2. 遺構 ( 図 39、 写 真 図 版 5) 

調査 区 の 制約 の た め に 規模 は 不明 で ある が 、3 棟 の 掘 立 柱 建 物 を 復元 し た 。 柱 穴 か ら の 出土 遺 

物 は 無い が 、B 地 区 の 建物 3 ・7 等 と 比較 的 方 位 が 似 て お り 、 こ れ ら と 同時 期 で 同じ 屋敷 地 に 属 

する 小 規模 な 建物 群 と 推定 され る 。 流 路 402 は 段丘 下 に 沿っ て 伸び て いく こと か ら 、 水 切り 等 の 目 

的 で 掘ら れ た と 推定 され る 。 

建物 9・10 ( 図 40) 建て 替え が 行わ れ た と 推定 され る 1 x1 間 の 2 棟 で 、 切 り 合 い は 無く 、 前 後 

関係 は 不明 で ある 。 北 側 と 東側 の 調査 区 外 に 延長 する 可能 性 る も あ る が 、 東 側 に 段丘 面 が ある た め 

に 東西 2 間 以 上 の 規模 に は な ら な い 。 共 に 方 位 は N78*W を 示す 。 

建物 11 東西 1 間 で 調査 区 外 南 側 に 延長 する 可能 性 も ある 。 方 位 は N 9*E を 示す 。 
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図 39 E 地 区 回 区 
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2. 褐 灰色 10YR4/1 粘 砂 質 土 

2.70m 

2.90m 

393 」 35.00m 

建物 9 

1. 黒褐色 2.5Y3/2 砂 質 土 
2. 褐 灰色 10YR4/1 粘 砂 質 土 
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建物 10 

図 40 E 地 区 建物 9・10 平面 ・ 層 序 図 
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39
7 

1. 褐 灰色 10YR5/1 砂 質 土 
2. 黄 灰 色 2.5Y5/1 砂 質 土 

の る ーー208m で 

401 0 (S=1/100) 5m 
ーー ョ ーー 

記 3 

図 41 E 地 区 建物 11 平面 ・ 層 序 図 

3. 遺物 

(1) 遺構 出土 遺物 ( 図 40・ 写 真 図 版 1 

土 玉 388 224 が 出土 し た 。224 は 羽 釜 形 の 土 製 煮 炊 具 で 、 播 磨 型 B 系 列 と 推定 され る 。 

(2) 包含 層 出 土 遺物 ( 図 40・ 写 真 図 版 14) 

全て 中 世 の 遺 物 で ある 。 

225 は 羽 釜 形 の 土 製 煮 炊 具 で 、 播 磨 型 B 系 列 と 推定 され る 。226 は 葬 形 の 土 製 煮 炊 具 の 口 縁 部 で 、 

英 部 の 面 は や や 丸み を 帯び る 。227 は 土師 器 皿 で ある 。 体 部 下 半 は 直線 的 で 、 底 部 外面 は 糸 切 後 ナ 

デ を 施し た と 思わ れる 。 復元 底 径 6.7cm を 測る 。228 は 蓮 弁 文 の 青磁 碗 の 体 部 で 、 少 し 内 湾 す る 。 

図 42_E 地 区 遺構 ・ 包 含 層 出土 遺物 

第 3 章 の 詩 
1. 岡田 章 一 ・ 長 谷川 皿 「 兵 庫 津 遺 跡 出 土 の 土 製 煮 炊 具 」『 兵 庫 県 埋蔵 文化 財 研究 紀要 第 3 号 』」 兵 庫 県 教育 委員 会 埋蔵 文化 財 調 
査 事務 所 2003 

2. 乗 岡 実 「 備 前 焼 搬 鉢 の 編 年 に つい て 」『 第 3 回 中 近世 備前 焼 研究 会 資料 」2000 



第 4 章 総括 
第 1 節 土師 器 供 膳 具 の 分 類 と 時 期 に つい て 

『 和 久保 ノ カ チ 遺 跡 革 」 言 に お いて 、 路 島 南 部 出土 の 中 世 供 膳 上 内 に つい て その 形態 か ら a 一 c 

類 に 分 類 し 、0 一 4 期 の 時 期 を 設定 し て その 変化 を 追っ た 。 こ の 中 で 4 期 に つい て は 資料 不足 の た 

め 、15 世 紀 末 以降 と し て 下限 を 設け て いな か っ た 。 当 調査 で 15 世 紀 末 以降 の まとまっ た 資料 が 得 ら 

れ た た め 、 土 師 如 供 膳 具 を さら に 細分 し 、15 世 紀 末 一 16 世 紀 初 頭 を 4 期 、 16 世 紀 前 葉 一 後 葉 を 5 期 、 

16 世 紀 末 ーー 17 世 紀 前 葉 を 6 期 と し て 変化 を 追っ て みた い 言 2。 ま た 今回 は 賀集 地域 の 上 久保 遺跡 、 

久保 ノ カ チ 遺 跡 言 」.s)・ 高 萩 遺跡 品 ぁ の み に 資 料 を 限定 する 。 

a 類 b 類 と 同様 、 体 部 が 内 湾 す る 問 形 で ある が 、 体 部 内 面 に 段 状 の ナ デ 痕 が 見 られ な いこ と 、 

赤 っ ぽい 発色 で 焼成 が 悪い る & も の が 多い こと が 相違 点 で ある 。 c 類 と の 相違 点 は 器 形 の み で 

ある 。 4 期 以 降 a 類 は 衰 退 す る と 推定 され る が 、 三 原平 野内 で 散発 的 に 出土 し て お り s,、 

完全 に 消滅 する 訳 で は な い 。 ま た 当 調 査 で は 流れ 込み 程度 で ある ころ か ら 詳 し く は 述べ な い 

が 、 土 師 器 皿 a 1 と 同様 の 技法 で 製作 され た 須恵 器 皿 a 1 が 存在 し 、2 期 以降 に 衰退 し て い 

く 。 

1 期 当 調 査 で 出土 し た 161 を 新しい 資料 と し て 加え た 。 底部 は 厚く 、 口 縁 部 を 中 心 に 薄く 仕上 

げ る の が 特徴 で 、 口 縁 端 部 を 丸く お さめ る る の と 失 り 気味 に お きめ る る の が 見 られ る 。 

2 期 当 調 査 で 出土 し た 7・9・201・202 を 新しい 資料 と し て 加え た 。a 2 ー-5・6 は 、 重 根 編 

年 VA 期 計 s) の 備前 焼 大 葬 等 が 共 伴 する 。 1 期 は 底部 が 厚かっ た が 、 全 体 に 器 壁 が 薄く な り 、 

品 縁 英 部 を 失 り 気味 に お さめ る る も る の が 多く な る 。 1 期 か ら 特 に 口径 が 大 きく な り 、 体 部 が 開 

く 。 

3 期 2 期 よ り 底 部 が 厚く な っ て お り 、 口 径 ・ 底 径 に 変化 は な い が 如 高 が 低く な っ て さら に 体 部 

が 開く 。 口 縁 端 部 を 失 り 気味 に お さめ る 。 

b 類 a・c 類 と の 大 き な 違 い は 、 底 体 部 内 面 に 段 状 の ナ デ 痕 が 残る こと で ある 。 正 確 に は 、 底 部 

内 面 中 心から 口 縁 部 に 向かっ て 、 渦 を 描き な が ら 誠 > ロク ロナ デ を 行っ て いく 技法 に より 残る 

痕跡 で ある 。a・c 類 と 比べ て 如 璧 が 薄い も の が 多い こと か ら 、 粘 土 を 薄く 伸ばし て いく た め の 

技法 と 推定 され る 。3 期 まで は 体 部 が 内 湾 し 、 如 壁 が 非常 に 薄く 、 胎 土 ・ 焼 成る 良い 丁寧 な つく 

り で ある が 、4 期 以降 は 次 第 に 雑 な つく り の る の が 増え て いく 。 

1 期 内 面 に 段 状 の ナ デ 痕 が 残り 、 全 体 を 薄く 仕上 げ る 。 体 部 は 内 湾 し 、 口 縁 部 は 直 口 気味 で 端 

部 を 丸く お さめ る 。 

3 期 内 面 に 段 状 の ナ デ 痕 が 多く 残り 、 全 体 を 薄く 仕上 げ る 。 体 部 は 緩やか に 内 湾 し 、 口 縁 端 部 

を 失 り 気味 に お さめ る 。 

4 期 B 地 区 土 琉 44 出土 90 へ 93 を この 時 期 と し た 。3 期 と 比べ て 底部 の 器 壁 が 厚く な り 、 焼 成 

が 悪く な る 。 体 部 は わずか に 内 湾 し 、 ほ と ん ど が 口 縁 端 部 を 失 り 気味 に お きめ る 。 口径 に 変化 

は な い が 、 底 径 が 小さ く 、 疑 高 が 低く な る た め 、 よ り 開 いた 問 形 と な る 。b 4 一 5 は 播磨 型 羽 

釜 形 タイ プ の WI 期 as) と 思わ れる 土 製 煮 炊 具 が 共 伴 する 。 

5 期 時 期 の わか る 共 伴 遺 物 が 全く 無い が 、4 期 と 比べ て 体 部 が 直線 的 に な り 、 一 部 は 体 部 上 

半 が 外 反 する 特徴 に より 、4 期 の 次 の 段階 と 推定 され る こと か ら 5 期 と し た 。4 期 か ら の 法 

量 的 な 変化 は 少な く 、 ほ と ん ど が 口 縁 端 部 を 失 り 気味 に お さめ 、 焼 成 が 悪い 等 、4 期 と 共通 

ー39 一



する 要素 る 見 られ る 。B 地区 土 孤 164 出 土 111 は 法 量 が 大 きい こと に 加え て 、 体 部 内 面 に b 類 

の 特徴 で ある 段 状 ナ デ が 見 られ る も の の 、 底 部 内 面 に は 段 状 ナ デ が 見 られ な い 。 ま た 口 縁 端 

部 に 面 を つく り 、 焼 成る 良好 な さ な ど 、 共 伴 す る 112 と は 明らか に 人 中 う 要素 が 見 られ る こと か ら 

b 5' と し た 。 

出土 遺構 共 伴 土器 ・ 時 期 *() は 法 量 不明 

C 地 区 土塊 389 

5 区 SK4 

8 区 SK69 ・ ・ C 1 

C-1 地 区 建物 1 | 6.3 . 05|b1、(c 1) 
C-8 地 区 土 垢 1 1 

14C 中 葉 一 末 

A 地 区 土塊 ら 3 ら 

A 地 区 土 垢 841 

D 地 区 流 路 36 1 

- - ・ (Cc8)、 小 皿 a ら 、 備 前 焼 大 
p 汗 双 寺 革 s、 ロ O・ ヽ ゝ ] - 社 14C 前 葉 一 15C 中 葉 他 

4 地区 遺構 84 - - (ou) 

15C 初 頭 前 葉 

C- ら 地区 遺構 18 

表 1 土師器 皿 a 類 の 法 量 * 綱 掛け は 推定 値 

4.5 る a1 置い Aa3 

4.0 $ 

中 3.5 国 回 

| 
捉 琶 wo る あー る 中 誤 

* 含 全 

2.0 全 

1.5 

1.0 
eo oo 10.0 11.0 12.0 13.0 14.0 15.0 16.0 

口径 (cm) 

図 43 土師 器 皿 a 類 の 法 量 分 布 
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6 期 B 地 区 土 80 出 土 97・100・101 と 共 伴 する 96 は 、 格 子 状 タタ キ を 施す 土 製 者 炊 具 の 体 部 

片 と 思わ れ 、 兵 庫 津 遺跡 羽 釜 形相 類 (16 世 紀 末 葉 一 17 世 紀 前 葉 ) と 推定 され る 。b 6 - 4 に 

共 伴 する 備前 焼 捕 鉢 は 兵庫 津 遺 跡 W 一 WI 類 (16 世 紀 末 葉 一 17 世 紀 初 頭 頃 ) と 推定 され る 。 図 

面 で は わか ら な い が 、5 期 以前 で は 段 状 で あっ た ナ デ が 浅い 凹 証 に 変化 し て お り 誠 。、 段 状 ナ 

出土 遺構 和 4 共 伴 土器 ・ 時 期 *() は 法 量 不明 

C-1 地 区 建物 1 . - . . al、(C 
・ 14C 中 葉 一 末 

md 
C- ら 地区 遺構 18 

15C 中 後 葉 
小皿 b4 

B 地 区 土 孤 44 

土 製 煮 炊 具 15C 後 半 ー 
16O 初 頭 

4 区 SB8 

7 区 SB | 8 青磁 碗 14C 初 頭 15C 前 半 
. . . 15C 末 ー16C 初 頭 

B 地 区 土 折 164 . - . . b5、 小 皿 c5 
B 地 区 土 折 164 . . . . b5'、 小 皿 c5 

| 16C 前 後 葉 
小皿 D6、 土 製 煮 炊 具 16C 未 
ー17C 前 葉 

B 地 区 土 折 80 

備前 焼 鉢 16C 未 一 17C 初 頭 

16C 末 ー 17C 前 葉 

表 2 土師 器 皿 b 類 の 法 量 * 綱 掛け は 推定 値 

4.0 b1 誠 b3 食 b4_Xb5~ *b5 @b6 

3.5 

3.0 ー X 

器 高 っ 。s も 
(cm @ ネ 

2.0 ee 

1.5 

1.0 

8.0 9.0 10.0 11.0 12.0 13.0 14.0 15.0 16.0 

口径 (cm) 

図 44 土師 器 皿 b 類 の 法 量 分 布 
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デ の 省略 化 が 進む 時 期 と 推定 され 、 お そら く こ の 省略 化 が 原因 と な っ て より 底部 の 厚み が 増し 

て いる 。b6-1 一 3 は 焼成 が 悪い が b 6 - 4 は 焼成 が 良く 、 前 者 は 口 縁 端 部 が 失 り 気味 で あ 

る が 、 人 後者 は 面 を つく る 。 ま た b6ー2 は 体 部 が 直線 的 で ある が 、 他 は 内 湾 す る な ど 、 一 律 に 

は 捉え が た い 部 分 る ある 。 法 量 的 に は 5 期 と 比べ て 口径 が 非常 に 小さ く な っ て いる 。 見 か け の 

印象 が 5 期 と 大 きく 違っ て いる た め 、 こ の 聞 を 埋め る 段階 が 存在 する 可能 性 も 考え られ る 。 

c 類 直線 的 な 体 部 で ある こと 、 体 部 が 急 角 度 で 立ち 上 が る こと が a・b 類 と 相違 点 で 、 古 代 の 球 

を 継承 する 形 と 言え る 。 そ れ 以 外 の 特徴 は ほぼ a 類 と 共通 する 。 中 世 の 初 頭 は 主体 と な る 土 

師 容 皿 で あっ た が 、1 期 前 後に a 類 が 主体 と な り 、c 類 は 衰退 に 向かう と 推定 され る 。 

1 期 口 縁 端 部 に 強い ナ デ を 施す た め 、 体 部 中 位 を 肥厚 し た よう に 見 える 。 

2 期 当 調 査 で 出土 し た 104・151 を 新しい 資料 と し て 加え た 。 1 期 か ら 2 期 へ 、 法 量 の 変化 は あ 

まり 見 られ な い が 、 体 部 中 位 が 肥厚 し た 1 期 に 対し て 、2 期 は 全体 が 薄く な る の が 大 き な 特 徴 

で ある 。 

土師 器 小 皿 は 現状 で は 資料 不足 の 観 が ある が 、 小 皿 a 一 d 類 を 設定 し 概観 を 述べ る 。 1 期 は 個体 

共 伴 土器 ・ 時 期 *() は 法 量 不 明 

須恵 器 皿 a1、 小 皿 1 

ら 地 区 溝 357 

8 区 SK69 

14C 中 葉 一 末 
B 地 区 土 志 85 
C 地 区 建物 8 

3 区 SK45 

1.34 | 15C 初 頭 一 前 葉 

表 3 土師 器 皿 c 類 の 法 量 * 綱 掛け は 推定 値 

| 

4.5 人 っ o] 調 o い 

4.0 
る 金 

3.5 多 | Lu 

3.0 金 過 
器 高 (cm) 【 

2.5 

2.0 

1.5 

1.0 

8.0 9.0 10.0 11.0 12.0 13.0 14.0 15.0 16.0 

口径 (cm) 

図 45 土師 器 皿 c 類 の 法 量 分 布 
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毎 に 多様 な あり 方 を 示す た め 分 類 困難 で ある が 、2 期 に は 2 種類 に 分 類 可 能 で ある 。 小皿 a 類 は b 

類 よ り 鶴 高 が 高い 。 ま た 小皿 a 類 は 口 縁 端 部 を 丸く お さめ る も の が 多い が 、b 類 は 口 

縁 端 部 を 失 り 気味 に お さめ る oo。2 期 以降 は 小皿 b 類 が 主体 と な っ て 展開 する と 推定 され 、6 期 

共 伴 土器 ・ 時 期 *() は 法 量 不明 

須恵 器 皿 a1、C1 

ら 地 区 溝 357 

ら 地 区 溝 33 ら 

gl 5 引 ii| is8lai 
スズ 保 カ チ 4 地区 遺構 35 . . . 

14C 中 葉 末 
⑪ の ) 
mn 回 ou 
a ら 、(C の の 
15O 初 頭 一 前 葉 
ag ら 、 小 皿 a ら 

| 
ー
ー
S
 

上 久保 B 地 区 土塊 8 ら 
上 久保 D 地 区 流 路 36 1 
久保 ノ カ チ 5 次 | ら 地 区 土 志 70・71 

ー
ー
 

ー
ー
 

コロ
 |
 ー
ー
 

上 久保 D 地 区 流 路 36 1 

土 製 煮 炊 具 15C 前 半 
高萩 C- ら 地区 流 路 38 | 

」 
| 

久保 ノ カ チ 5 次 ら 地 区 梱 列 ら 

B 地 区 土塊 44 . . | 

B 地 区 土塊 164 |」 --』| po の | 42| 1.1| 1.57| 16C 前 後 葉 、p5 "、b5 
B 地 区 建物 4 . | p| 1 aa | 16C 未 ー17C 前 業 、 

小皿 ag6・d6 

B 地 区 建物 4 L
e
s
s
e
o
e
a
t
a
e
e
a
e
e
r
s
e
p
s
m
g
i
e
a
i
e
t
 

ト b6、 土 製 煮 炊 具 16C 未 一 
上 B 地 区 土質 80 | | , 17C 前 葉 

16C 末 ー 17C 前 葉 
. . ] 16C 末 ー17C 前 葉 、 B 地 区 建物 4 . 1| | の 

表 4 土師 器 小皿 の 法 量  * 綱 掛け は 推定 値 を 示す 

へ] 贈 a2 ム b2 』 ロ ュー 参っ oo Xa6 +b6 ao 

2.5 

2.0 

ーー 画 
器 高 (cm) 1.5 

ーL へ へ 1.0 0 全 レー 十 念 

0.5 

4.0 5.0 6.0 , 7.0 8.0 9.0 10.0 
口径 (cm) 

区 お 土師 器 小 皿 の 法 量 分 布



に な る と や や 厚 ぼ っ た い 雑 な 印象 の & の が 増え る 。 少 数 派 と し て 、5 期 に は 口 縁 敵 部 を 玉 縁 状 に 肥 

圧 さ せる 小型 の c 類 0 

類 が 設定 で きる 。 小皿 に 関し て は 、 地 域 を 限定 する と 資料 不足 と な る た め 、 将 来 的 に は 他 地 域 の 資 

料 を 交え て 再考 を 行う 必要 が あろ う 。 

土師 器 皿 c 類 土師 器 小 皿 土師 器 皿 b 類 

に 紀 器 生 ィ a 類 名 い 
人 

図 47 賀集 地域 の 中 世 供 膳 具 (S=1/8) 

第 2 節 中 世 遺 構 の 年 代 と 変遷 に つい て 
第 3 章 で 述べ た よう に 、C 地 区 で は 中 世 の 遺 構 面 を 2 面 検出 する こと が で き 、 そ の 成果 か ら A 地 

区 に つい て る も 遺構 埋 士 か ら 中 世古 段階 ・ 新 段階 に 分 ける こと が で きた 。B 地区 に つい て は 遺構 出土 

遺物 か ら 古 段階 と 新 段階 を 分 ける こと が で きた 。 こ れ ま で の 成果 を 表 5 ら に まとめ て お く 。 
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最初 に 中 世古 段階 と 新年 代 の 実 年 代 に つい て 検討 を 行い た い 。 ま ず 中 世古 段階 で ある が 、 当 遺跡 
で は 遺構 ・ 包 含 層 共に 瓦 器 塊 が 出土 し て いな いこ と か ら 、14 世 紀 以 降 と 考え て 間違い な い 。 前 節 で 
述べ た よう に 出土 土師 器 皿 に つい て 、C 地区 の 建物 8 柱 穴 出 土 土 師 器 皿 151 は c 2、 土 329 出 土 土 師 

容 四 161 は a 1、A 地 区 の 土 質 207 出土 土師 器 皿 3 は a 1 、 土 志 232 出 土 土 師 器 皿 7 は a 2、 土 琉 241 か ら 

出土 し た を 9 は a 2 と 推定 され る 。 中 世古 段階 に つい て は 14 世 紀 中 葉 か ら 15 世 紀 前 茶 頃 と 推定 され る 。 
次 に 中 世 新 段階 で ある が 、 比 較 的 残り の 良い 土 製 者 炊 具 に つい て 誕 8 を 参考 と する と 、C 地 区 土 

上 314 出 土 148 は 播 丹 型 装 形 タ イプ V 類 (15 世 紀 後 半 ー 16 世 紀 初 頭 頃 ) &s,、B 地区 土 琉 19 出 土 87、 
B 地区 土 基 188 出土 116 は 播磨 型 羽 釜 形 タイ プ B 系 列 1BーIC 類 (15 世 紀 中 一 16 世 紀 初 頭 頃 )、B 

地区 土 玉 80 出土 96 は 羽 釜 形 四 類 (16 世 紀 末 葉 か ら 17 世 紀 前 葉 ) と 推定 され る 。 し た が っ て 中 世 新 段 
階 は 15 世 紀 中 葉 か ら 17 世 紀 前 葉 頃 、 一 部 近代 に また が る 年 代 と 推定 され る 。 

中 世古 段階 中 世 新 段階 
建物 1、 土 了 芝 207 (2 4、 土 志 232 ⑦7)、| 建物 2 (1)、 土 209 (5・6)、 土 243 (10)、 
土 琉 241 (8・9)、 土 撤 285 (20) 土塊 271、 土 玉 272 (16)、 溝 291 (21 へ 23) 

建物 3 (51 ご 57・119)、 建 物 4 (58 70・ 

120・12D)、 流 路 1 (71 ご 79)、 流 路 7 (80 

82・122)、 流 路 10 83 85)、 流 路 11 86)、 

土 玉 19 (87)、 土 需 44 (88 へ 93)、 土 玉 77 (9)、 

土 垢 80 (95 一 10D)、 土 琉 101 (105・118)、 土 

玩 109 (106)、 土 琉 123 (107)、 土 琉 150 (108)、 

土 也 162 (109・110)、 土 玉 164 (11 113)、 

土塊 169 (114)、 土 了 188 (115・116) 

建物 8 (149 156)、 土 志 326 (157)、 土 | 土質 305 (146・147)、 土 314 (148) 
329 (158 一 16) り 、 土 志 334 (162)、 土 志 344 

(163)、 土 孤 345 (164・165) 

流 路 361 (201 へ 213) 

土 需 82 (102・103) 、 土 85 (104) 

土 388 (224) 

表 5 中 世古 段階 ・ 新 段階 の 遺構 と 出土 遺物 

次 に 建物 を 中 心 に さら に 詳細 な 年 代 の 検討 を 行い た い 。 第 3 章 で 述べ た よう に 建物 3 と 土 垢 44、 

建物 5 と 土塊 164、 建 物 4 と 土 了 80 は 関連 の ある 遺構 と 考え られ る 。 土 師 器 供 膳 具 に つい て 、 土 撤 
44 か ら 4 期 、 土 芝 164 か ら 5 期 、 土 80 か ら 6 期 の 土師 器 皿 が まとまっ て 出土 し て いる 。 建物 3 柱 

穴 の 土師 器 皿 53・54・57 等 、3 期 が 多く 含ま れる が 、56 が b 4 で ある こと か ら 、 土 琉 44 と 同じ 4 期 

と 考え られ る 。 建物 5 と 建物 4 は 良好 な 出土 遺物 が 無い が 、 前 者 が 土塊 164 と 同じ 5 期 、 後 者 が 土 

近 80 と 同じ 6 期 の 可能 性 が 高い と 考え られ る 。 

次 に 建物 の 方 位 か ら 考 察 を 行う 。2 期 の C 地 区 建物 8 と 4 期 の B 地 区 建物 3 は 同じ よう な 方 位 を 

示す こと か ら 、2ーー4 期 に か け て 同じ よう な 方 位 で 建物 が 建て られ た の で は な いか と 思わ れる 。 B 

地区 建物 7 と B 地 区 に 隣接 する E 地 区 の 建物 9 一 11 に つい て $ も 同じ よう な 方 位 を 示す た め 、 こ の 

時 期 に 含ま れる と 考え られ る 。 古 段 階 の A 地 区 建物 1 、B 地区 建物 6 と は 比較 的 方 位 が 似 て いる が 、 
2 期 の 建物 8 と は 全く 方 位 が 違う こと か ら 、 前 者 が 先行 する 建物 群 と 推定 され る 。A 地 区 建物 2 は 

B 地区 建物 4 と 同じ よう な 方 位 を 示し 6 期 と 推定 する 。 こ れ ら を 表 2 に まとめ る 。 
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1ー2 期 2 期 2ー4 期 
14 世 紀 中 工 一 15 世 紀 前 茶 15 世 紀 初 頭 一 前 共 15 世 紀 初 頭 一 16 世 紀 初 頭 

建物 1 (N40? EE) 建物 8 (N 9?*E) 建物 7 (N 6?E) 

建物 6 _ (N57"W) 建物 9 (N78?W) 

建物 10 (N78"W) 

建物 11 (N 9?E) 

4 期 5 期 6 期 
15 世 紀 末 ーー 16 世 紀 初 頭 16 世 紀 前 一 後 共 16 世 紀 末 一 17 世 紀 前 工 
建物 3 (N11? E) = 土 玉 44 建物 5 (N69"W) = 土 164 _ | 建物 4 (N90'"W) = 土 需 80 

建物 2_ (N87*W) 

表 6 建物 群 の 変遷 

第 3 節 大型 建物 と 祭礼 土塊 の 性 格 に つい て 
まず 規模 の 大 き な 建 物 3・4 に つい て 、 そ の 性 格 の 検討 を 行い た い 。 谷 町 筋 遣 跡 で は 郷 村 指 導 者 層 ( 有 

力 名 主 や 侍 衆 )、 高 萩 ・ 久 保 ノ カチ (5 次 ) 遺跡 で は 国人 級 の 住居 と 推定 し た 大 型 建物 に 共通 する 要 

素 と し て 、① 母 屋 部 分 の 床 面 積 で 約 25 以 上 、 総 床 面 積 45f 以 上 の 規模 、②3 面 な いし 4 面 の 訂 を 備え 、 

孫 訂 を 備え る も の る ある 、(③ 母 屋 部 分 が 総 柱 構 造 を 備え る 割合 が 高い 、 と いう 3 点 を 許 1 で 指摘 し た 

が 、 当 遺跡 の 建物 3 ・4 る これ ら の 要素 を 過 不 足 な く 備 えて お り 、 国 人 級 の 住居 と 推定 され る 。 

当 遺 跡 が 位置 する 賀集 野田 に 関す る 中 世 の 文 献 資 料 と し て は 、 護 国 寺 文 書 品 ぁ の 文明 2 (1470) 

年 の 結 番 定 書 に 割り 当て と し て 、「 高 萩 村 」「 野 田村 」 の 「 下 総 戚 」「 正 木 左 」 が 記載 され て いる 。 
これ ら の 人 物 の 詳細 は 不明 で ある が 、 建 物 3 が 文書 に 近い 時 期 (15 世 紀 末 一 16 世 紀 初 頭 ) で ある 

こと か ら 、 屋 敷 主 の 有力 候補 と 孝 え る こと が で きる 。 細川 氏 の 滅亡 に より 戦国 時 代 に 否応 な く 巻 き 

込ま れる こと と な っ た 淡路 島 に お いて 、 没 落し て いく 国人 も 多かっ た に 違い な い が 、 建 物 4 は 三原 

平野 内 で る 突出 し た 規模 を 備え て お り 、 逆 に 勢力 拡大 に 成功 し た と 思わ れる この 一 族 の 屋敷 主 と は 

いっ た い ど の よう な 人 物 な の か 非常 に 興味 深い 。 

次 に 祭礼 土塊 44・80・164 の 性 格 に つい て 考え て みた い 。 建 物 柱 交 に 似 た 規模 の 小 土 塊 で ある が 、 

建物 を 構成 する 柱 穴 の 一 部 で は 無い 。 土 才 44 は 建物 3 の 母屋 部 分 北 束 、 土 80 は 建物 4 の 母屋 部 分 

北東 、 土 撤 164 は 建物 外 で ある が 建物 5 の 北東 に 位置 し 、 こ れ ら の 建物 と 関わ り を も つ 祭 礼 遺 構 の 

可能 性 が 高い 。 土塊 44 と 建物 3 柱 穴 の 出土 遺物 に は 同時 期 の & の が 含ま れ 、 土 の 掘削 時 期 は 建物 

の 建築 前 か 存続 時 と 推定 され る 。 出 土 遺物 と し て は 、 完 形 に 近い 土師 器 供 膳 具 が 複数 出土 し 、 土 撤 

44・164 は 土師 器 供 膳 上 内 の み で ある が 、 土 玉 80 は 片 質 ・ 土 師 質 の 煮 炊 具 が 共 伴 する 。 遺物 は 無造作 

に 埋め 戻さ れ た 印象 で ある 。 後述 する B 型 と の 比較 に より 、A① 供 膳 具 は 積み 重ね た 状態 で な く 、 

ば ら ば ら の 状態 で 埋め られ て いる 、A② 銅 銭 を 伴わ な い 、A③ 小 規模 な 土塊 で ある が 深く 掘 前 され 

て いる 、A④ 建 物 と ほぼ 同時 期 で 建物 の 北 束 に 位置 する 、 の 4 点 に まとめ る こと が で きる 。 これ と 

同じ よう な 特徴 を 示す の が 、 表 8 の 9 で 、④ に 不 確 定 要素 が 存在 する が ①ーー③ の 特徴 は 共通 する 。 

これ ら 4 例 を 祭礼 遺構 A 型 と 仮称 する 。 

上 の 4 例 に 対し て 表 8 の 4・10・14・16 は 、B① 法 量 を 揃え た 供 膳 具 が 積み 重ね られ て いる 、B 

② 銅 銭 を 伴う 、B③ 浅 い 土 折 か 、 掘 り 方 を 伴わ な い 、B④ 建 物 と の 位置 関係 が 事例 毎 に 違う 、 と い 

う よ う に A①ー④ と は 極め て 対称 的 で 、A 型 と は 祭祀 の 対象 ・ 性 格 が 全く 違っ て いる と 推定 され 、 

これ を 祭礼 遺構 B 型 と 仮称 する 。 



A 型 と B 型 の 祭祀 の 性 格 に つい て 検討 する 前 に 、 祭 礼 の 性 格 が 明確 な C 型 と し て 表 8 の 5・6 を 

先 に 説明 し た い 。 こ れ ら は 建物 廃絶 後 の 廃棄 土 居 で 、 廃 棄 の 過程 で 祭礼 を 行っ た と 推定 され 、5 は 

銅 銭 の み 、6 は 供 膳 内 の み で 、 廃 棄 物 と と も に 無造作 に 埋め られ 、 廃 棄 物 を 埋め る た め に 大 型 の 土 

が 掘ら れ て いる 。 供 勝 具 が 破片 で 必ず し ゃ 祭礼 が 行わ れ た と は 言え な いこ と か ら 表 8 に は 入れ て 

いな い が 、 当 遺跡 の B 地区 土 了 101 や 久保 ノ カ チ 遺 跡 1 一 3 次 調査 の 3 区 P16 等 も 、 大 麻 の 破 片 が 

出土 し て お り 、 廃 秦 物 処理 の た め の 土 玉 と 考え られ る 。 

屋 (上 屋 ) 部 分 痢 ( 下 屋 ) 部 分 

桁 行 

規模 
(m) 

床 面 積 (nmD 

18.0(4 面 の 

ら 6.4(4 面 寺 孫 ) 

39.5(4 面 寺 孫 ) 

0 

0 

0 

ーー の (nu 回) 

19.9( ら 面 ) 

9.4( ら 面 ) 

ら 3.8(3 面 ) 

80.1(3 面 ) 

0 

0 

1.5(1 面 ) 

31.9(4 面 + 孫 ) 

0 

17.4(3 面 ) 

0 

表 7 中世 建物 の 規模



15 世 紀 以 降 の 事例 に 関し て は 、 8 を 残し て ( 品 》 AーC 型 と し て 分 類 が 可能 で ある 。14 世 紀 以 前 
の 事例 に 関し て は 一 例 毎 に 全く 違っ た 状況 を 示し 、 現 在 の 資料 の み で 分 類 は 不可 能 で ある (mo。 
逆説 的 な 言い 方 で ある が 、14 世 紀 頃 まで は 多様 で あっ た 祭祀 の 対象 性格 と それ ら に 応じ た 方 法 が 、 
15 世 紀 以 降 に な る と し だ い に 海 汰 され 、 類 型 化 し て いく こと を 示し て いる の で は な い だ ろ うか 。 
次 に B 型 が 何 の 祭 祀 に 伴う も の か 検討 し た い 。B① を 補足 する と 、4 は 正 置 、10・16 は 倒 皆 で 、 

16 は さら に 3 山 に 分 か れ 、 出 土 状況 は 一 律 で は な いも の の 、 積 み 重 ね が 可能 な よう に 法 量 を 揃え 、 
特に 4 は わざ わざ a 類 と b 類 と いう 2 つの タイ プ の 皿 を 互い 違い に 積み 重ね て お り 、 き さら に 4・ 
10 は 一 枚 ず つ 銅 銭 を 乗せ た 皿 を 積み 重ね て お り 、 積 み 重 ね て いく 行為 自体 に 重要 な 意味 が ある こ 
と は まず 間違い な い 。 さらに B③ を 補足 する と 、10 は 浅い 土塊 を 伴う が 、4 ・14・16 は 包含 層 か 
ら の 検出 で 、 掘 削 土塊 を 伴わ な い 事例 が 多く 、 後 者 に つい て 屋敷 地 の 盛 土 整地 の 際 に 地鎮祭 が 行 
われ た 可能 性 が 高い と 考え られ る 。A④ と B④ の 違い も 、 祭 祀 の 対象 が 建物 か 屋敷 地 か の 違い に 
起因 する と 考え る と 理解 が し や すい 。 た だ し この 場合 、 祭 礼 遣 物 は 必ず 建物 に 先行 する 時 期 で な 
けれ ば な ら な い が 、 こ の 4 例 に つい て 前 後 関係 は 明らか と な っ て お ら ず 、 今 後 こ の 確認 作業 が 必 
要 で あろ う 。 

x 上 久保 e& 久保 ノ カ チ 5 次 _ 口 久 保 ノ カチ 1 へ 3 次 ム 高萩 
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図 48 中 世 建 物 の 床 面積 分 布 
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A 型 が 上 述 の よう に B 型 と 祭祀 の 対象 ・ 性 格 が 違う 、 す な わ ち 地鎮祭 祀 で は な いと し た ら ど の よ ょ よ 

うな 祭 坊 が 考え られ る か 、 そ の 判断 材料 と し て 着目 すべ き 点 は 、 建 物 に お ける 土塊 の 位置 と 考え ら 

れる 。 当 遺跡 で は すべ て 建物 北東 に 位置 する が 、 こ れ は 現在 の 家相 で も よく 言わ れる よう に 鬼門 ( 

寅 ) の 方 角 で ある 。 民間 信仰 と し て 、 家 相 や 金 神 信人 が 広まっ て いく の は 江戸 時 代 る 半ば を 過ぎ て 

か ら だ と 言わ れ て いる こと か ら 時 代 的 に や や 問題 が ある か も しれ な い が 、 一 つの 考え 方 と し て 提示 
し て お きた い 。 

る うー つの 考え 方 と し て は 、 土 琉 80 は 煮 炊 具 が 共 伴 し て いる こと か ら 、 火 を 扱う 施設 に 関連 し て 

祭祀 が 行わ れ た 可能 性 も 否定 で き な い 。 久保 ノ カチ 遺跡 1 一 3 次 調査 5 区 の SB 1 内 北 束 に 位置 す 
る 土塊 SK9 は 、 石 で 平坦 面 を つく り 、 同 じ 土 琉 内 に 上 炭化物 が 集中 する 窪み が 見 られ る こと か ら 、 

土間 構造 で か つ 火 を 扱う 施設 が 存在 し た と 考え られ る 。C 型 と し て 取り 上 げた 表 8 の 5 に つい て る 、 

建物 北西 側 の 1 間 分 に あわ せ た よ うな 形状 の 土塊 で 、 炭 化物 ・ 焼 土 ・ 被 熱し た 礎 が 出土 し て いる こ 

と か ら 、 そ こ に あっ た 火 を 扱う 施設 に 関係 し て 廃棄 を 行っ た 可能 性 が 高い と 考え られ る 。 建 物 構 造 
の 詳細 な 説明 は ここ で は 省略 する が 、 こ れ ら の 桁 行 3 間 の 建物 に つい て 、 和 久保 ノ カ チ 遺 跡 S B 1 は 

北側 1 間 分 、 高 萩 遺跡 建物 1 、 当 遺跡 建物 3 は 北 束 ・ 北 西側 2 聞 分 、 当 遺跡 建物 4 は 北東 ・ 南 東側 
2 間 分 が 土間 構造 で 、 稚 等 の 火 を 扱う 施設 が 存在 し た と 推定 され 、 坦 神 や 発 神 等 の 火 に 関係 する 神 
に 対し て 祭祀 を 行っ た 可能 性 る も 考 えて お きた い 。 

問題 区 ・ 選 棋 | 中 剛 の 規模 ( 長 輝 建物 と の 位置 と + 和 ーー が き モ + ま 旗 軸 ・ 中 剛 | 若 . 族 譜 | も 上 洛 出土 遺物 ・ 確 認 数 量 遺物 出土 状況 時 期 | 又 了 
1 | 上 タス 保 | 地区 土 | 40x36xX47cm・| 建物 3 内 北東 ・ 出 土 遺 物 | 土師 器 皿 5・ 土 師 器 小 | 土 折 底 付近 で ば ら ば ら に | 15C 末 一 

抗 44 ロ 形 ほぼ 同時 其 出土 。 16C 初 
ら 2 | エス 保 | 地区 土 | 35x28x45cm・| 建物 4 内 北東 ・ 出 土 遺 物 | 土師 器 皿 4・ 土 師 器 小 | 土質 上 下 か ら ば ら ば ら に | 16C 未 

寺 80 | 椿 円 形 ほぼ 同時 其 出土 。 17C 前 業 
3 | エス 保 | 地区 土 | 35x30x31cm・| 建物 5 外 北東 ・ 前 後 関係 | 土師 器 皿 ら ・ 土 師 器 小皿 | 土 折 上下 か ら ば ら ば ら に | 16G 前 一 

抗 164 _ | 円 形 不明 ・ 柱 状 の 石 出土 。 後 葉 
問 電 ー ら 地区 層 中 で ga ー 銅 』 こ 置 で ーー きき 

4 高萩 通 橋 1 5 所 作 層 中 で 掘り 方 建物 3 内 北 ・ 建物 よ り 先 行か 同時 期 土師 器 5 ィ 鍋 銭 6 な た を 正 置 で 積 党 由 許 オ 

りー C-1 地 区 | 8.0x2.5x0.5m・ | 建物 1 内 北西 ・ 土 撤 が 柱 穴 | 焼 土 と 被 熱 し た 礎 多 数 、| し 0 5 | 高 寺 該 の | 隅 丸 方 形 を 切り 、 建 物 廃絶 後 掘削 | 銅 銭 ら 最 下 層 が ら 銅 呈 出 土 。 0 補 前 葉 詳 4 
。 | 土師 器 皿 4、 土 師 器 小皿 折 建物 4・5 内 中 央 ・ 土 折 が ーー 2 久保 ノ カ チ | 2 区 土 質 | 1.9x1.5x0.3m・ | 年 痕 る | ら 、 備 前 焼 大 橋 5、 須 貞 5C 初 頭 | 。 o_p い ぷ お ・y | 柱 穴 を 切り 、 建 物 廃絶 後 | 所 距 1 須 専 束 室 1 |> 憶 再度 中 寺 の さめ ぬ 。 て 前葉 | 証 1 
石 製 巡 1 、 鉄 製 釘 ら 

久保 ノ カ チ 82.0x1.5x0.18 | SB 1 建物 外 東 出土 中 | 1 ri ここ 4C 中 葉 | 。 | oN | 5 区 SK4 | 人 ほぼ 師 器 皿 5 、 須 恵 器 皿 1 | ば ら ば ら に 出土 する 。 開 o 
久保 ノ カ チ | フ 区 8 K | 1.1x0.8x0.17 | SB2 の 柱 穴 と 切り 合う 、 出 | 」 1 。 ら ば ら に 出土 6C 前 へ | 。 8 11 次 | 44 m・ 檜 円形 土 遺物 建物 より 後 出 ? 土師 器 自 と は ら は ば ら に 出土 す る 。 後 葉 本 
久保 ノ カ チ 45x45x50cm・| SB 2 内 、 出 土 遺物 建物 | 」 。。。 土質 底 付近 で ば ら ば ら に 出 | 16C 前 一 | 。 5 | 1 て sa 次 | 7 区 P5! | 嘱 より 後 出 ? 寺前 回 四 6 土 する 。 後 葉 本 
, 50x26x16cm・| SB ら 外 南西 ・ 前 後 関係 | 」 倒置 で 重なり 合う 、 皿 と 皿 | 15C 未 へ | 。 

| 本 SK5 | 部 回 不明 計 癌 上: 層間 | の 間 か ら 負 銭 出土 mo | 還る 
| 0-1 地 区 | 包含 層 中 で 掘り 方 | ii 」 8C 後 一 | 。 1 | 九 蔵 ら 次 | 0 | 昌和 周辺 に 建物 無し 師 器 小 皿 8 正 置 で 積み 重ね る 。 SG 前 半 | 許 16 

2 | 7 所 半 全 | ら 区 P70 | OOm | ol 介 物 北本 作物 より 後 出 土師 器 抹 | 、 銅 鐵 3 | 正 置 の 珠 に 銅 織 を 置く 。 po | 許 17 
九 蔵 遺跡 19x16x10cm・| SB 0 9 建物 内 北東 ・ 前 。 二 を 身 と 蓋 の よう に 合わ せ = 

? | (県 調査 ) | “7! | 栓 中 形 後 関係 不明 士 思 器 近 ら 、 抽 鐵 5 | て 、 身 に 鋼 銭 を 置く 。 ao | 
こさ 」 ss 小皿 | 病み 重ね て 押し つぶ され た お の ころ 島 | A 地区 遺 | 包含 層 中 で 掘り 方 ・ 還 還 師 器 皿 4、 土 師 器 小 血 | ド ty NE ~166 | 0 | 槽 7 クー | 朱 栓 遇 SBO2 内 南東 ・ ほ ぼ 同 時 期 | "人 久 給 9 よう な 状況 で 、 宗 札 当 時 の | 156 末 へ 166 | 許 18 

状況 で は な い ? 
幡多 ( 野 水 | E 地区 S | 31x2Bx23cm・| 建物 4 外 南 東 ・ 出 土 遺 物 | il 回 。 ” | 地区 ) 3 次 | K78 ロ 形 建物 に 先行 する 時 其 雪上 器 巡 と 0 値 の 重ね る 。 8 時 生 | 
| モ 5 調査 の た め 不 十 区 伏せ て 3 つの 山 に 分 か れ 、| 15C 中 葉 | 。、 6 | 外 か ち 1 次 | 確認 No.5 | 掘り 方 未 検出 | 確認 調査 の た め 不 明 由 品 回 の ・ 喘 梁 |) りー | 開 デ お 

と テ jp ら | 」 92x43x24cm・ | 」 積み 重ね ず 、 並 べ て 置く 。 還 7 | 生 ケ 坂 2 次 | 土質 本 周囲 に 建物 無し 師 器 皿 18 正四 9 信 寺 不明 2 | 14C | 許 18 
ュ ン ここ っ | D 地区 包 | , 』 | 周囲 に 建物 は 無い が 机 列 | 1 正 置 で 銅 銭 を 置き 、 積 み 重 剛 8 | 海 業 子 8 次 | 計 遇 り 方 未 検出 | あら 師 器 小皿 5、 銅 替 4 | た 13C | 義 語 

表 8 祭礼 関係 遺構 一 覧 

ー 49 一



遺構 検出 面 

高萩 遺跡 

C-2 地 区 遺構 18 

後山 遺跡 SK5( 表 8-10) 0 (S=1/10) 10cm 
4) ( 表 8 

遺構 B 型 ョ 准 K 
メラ 7 区 お お 

ヨー 41.60 

1 LMS 
MM NN こら 

久保 ノ カ チ 遺 跡 5 次 調査 

-6) 2 区 土 了 70・71( 表 8 

トヨ 1750) 【G 

6 2.5Y5/2 暗 灰 黄 色 礎 混 粘 細 砂 質 土 (2ー5cm 大 の 礎 、 焼 土 少 し 含む ) 
5 2.5Y4/1 黄 灰色 粘 砂 質 土 (Mn 沈着 、 腐 り 礎 含む ) 

7 10YR5/6 黄 褐色 粘 細 砂 質 土 (Mn 沈着 ) 
5Y4/2 暗 灰 黄色 粘 砂 質 土 (Mn 沈 着 、 炭 含む ) 
4/1 灰 色 粘 細 砂 質 土 ( 炭 含む ) 

.5Y3/2 黒 褐色 粘 砂 質 土 (Mn 沈着 、 焼 土 多 く 含む 、 炭 含む ) 
・5Y5/1 黄 灰色 礎 混 粘 細 砂 質 土 (5ー10cm 大 の 克 ) 

5Y 
2. 
2 
2 

1 

2 

3 

4 

-5) -1 地 区 土 折 15( 表 8 高萩 遺跡 C 

遺構 C 型 四 ビス 4 
ミ 図 50 
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. 「『 高 萩 遣 跡 」 南あわじ 市 教育 委員 会 2011 

「 兵 庫 津 遺跡 』」 兵庫 県 教育 委員 会 2004 

. 許 1 で 2 期 に 口径 の 大 き な タ イプ ・ 口 径 の 小 

. 「『 和 久保 ノ カ チ 遺 跡 [』」 南 あわ じ 市 教育 委員 会 2014 

aーc 類 お よび 1 一 3 期 に つい て は 許 1 か ら の 変更 は 無い 。 
. 「 和 久保 ノ カ チ 遺 跡 」 南あわじ 市 教育 委員 会 2012 

. お の ころ 鳥 遺跡 5 次 調査 (遺構 77) で 出土 が 確認 で きる 。 
重根 弘和 「 中 世 の 備 前 焼 」「 備 前 焼 研 究 最前 線 芽 』 備前 市 歴史 民俗 資料 館 ・ 備 前 市 教育 委員 会 2005 

. 現在 確認 で き て いる る $ る の は 中 心から 左 回 り に 渦 が 広がっ て いく 。 

b6-4 は 許 1 で a 類 と し て いた が 、 本 文 の 特徴 か ら 今回 b 類 に 変更 し て いる 。 

さ な タ イプ に 分 類 し た が 、 前 者 が 小皿 a 類 、 後 者 が 小 H b 類 に 該当 する 。 
当 遺 跡 以 外 で は 、 松 山西 路 の 後山 遺跡 の 遺構 183 で 出土 が 確認 で きる 。 
中 野 栄 夫 編 『 護 国 寺 誌 』 護国 寺 住職 三 富 義 

祭礼 旧 的 が 違う と 考え られ る 。 ま た 建物 柱 

『 九 蔵 遺 跡 」】 兵庫 県 教育 委員 会 2015 

11996 

表 8 の 8 は 大 型 の 土 近 で ある こと を 除い て A 型 に 近い よう に 思わ れる が 、 近 接する 表 8 の 9 が A 型 と 推定 され る こと か ら 、 
穴 と 切り 合い が あり 、 建 物 と は 時 期 が 違う 。 

供 膳 具 の 置き 方 だ け を 取り 上 げ て も 、 表 8 の 13・17・18 の よう に AーC 型 に な い 特 徴 を 示す る の が 存在 する 。 
『 三 原 郡 埋蔵 文化 財 発掘 調査 年 報 1』」 三 原 郡 広域 事務 組合 2001 

『 南 あわ じ 市 埋蔵 文化 財 調 査 年 報 [」 南 あわ じ 市 教育 委員 会 2009 

「 南 あわ じ 市 埋蔵 文化 財 発 掘 調査 年 報 1」 南 あわ じ 市 教育 委員 会 2008 
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